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星ほしのカービィ




くらやみ森もりで大おおさわぎ！の巻まき








高たか瀬せ美み恵え・作

苅かり野のタウ・ぽと・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　草くさも木きも眠ねむりにつくという、真ま夜よ中なかのプププランド──。

　その静しずかで平へい和わなプププランドの片かたすみに、こそこそと話はなし合あっている三人にん組ぐみがいた。

　場ば所しょは、川かわのほとりの大たい木ぼくの真ま下した。もちろん、周しゅう囲いにはだれもいない。

　こんな夜よふけに、人ひと目めをしのんで内ない緒しょ話ばなしをしているなんて。きっと恐おそろしい企たくらみにちがいない。

　三人にん組ぐみのうち、いちばん太ふとったやつが、大おおきな目めをギラギラ光ひからせてささやいた。

「……ってなわけだ。こんなすげえお宝たから、見みのがす手てはねえぜ。オレたちで、ごっそり、いただいちまおうじゃねえか」

「それは、そうしたいけどさぁ……ケロッタ兄にいちゃん」

　背せの低ひくいやつが、おどおどと言いい返かえした。

　ケロッタ兄にいちゃんと呼よばれた男おとこは、こわい顔かおで弟おとうとをにらみつけ、大おお声ごえでどなった。

「兄にいちゃんじゃねえぇ！　親おや分ぶんと呼よべって、いつも言いってるだろ、ケロージ！」

「う、うん、親おや分ぶん。今いまの話はなしだと、そのお宝たからの森もりには、こわい獣けものがウヨウヨいるみたいだけど……」

「あたしはパスだな！」

　生なま意い気きそうな顔かおをした女おんなの子こが、腕うで組ぐみをして言いい放はなった。

「お宝たからはほしいけど、猛もう獣じゅうはおっかないもん。それに、お宝たからの森もりはものすごく広ひろいんでしょ？　あたしたちだけで、集あつめきれるわけがないよ！」

「そこで、だ。いい考かんがえがあるんだ。耳みみをかせよ、ケロージ、ケロリナ」

　まわりにはだれもいないのに、ケロッタは念ねんのため二人ふたりを手て招まねきして、押おし殺ころした声こえでゴニョゴニョとささやいた。

　話はなしを聞きくうちに、ケロージとケロリナの顔かおが輝かがやき始はじめた。

「カービィ……か。うん、名な前まえは聞きいたことあるよ」

「すごいパワーの持もち主ぬしなんだってね！　へーえ……なかなかいい考かんがえじゃない？」

「さすがはケロッタ兄にいちゃ……親おや分ぶんだね～！」

「ふっ。当あたり前まえよ」
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　ケロッタは、得とく意いげな笑わらいを浮うかべた。

「カービィさえ仲なか間まに引ひき入いれれば、こっちのもんだ。この計けい画かくは、きっとうまくいく」

「でもさ、どうやってそのカービィってやつを仲なか間まに入いれるの？　オレ、会あったこともねえんだけど？」

「オレだってねえよ」

「……ええー？」

　ケロリナは、しらけたように肩かたをすくめた。

「なーんだ、期き待たいして損そんしちゃった。てっきり、ケロッタ兄にいさんはカービィのことよく知しってるんだと思おもったのに」

「会あったことはねえが、ウワサは聞きいてる。カービィってヤツは、信しんじられないくらい食くい意い地じが張はってて、食しょく欲よくのかたまりなんだそうだ」

　それを聞きいて、ケロージがうれしそうに手てをたたいた。

「うわあ、オレたちと気きが合あいそうだね！」

「だろ？　だから、この計けい画かくを打うち明あければ、きっと話はなしに乗のってくるぜ」

「でも、大だい丈じょう夫ぶかな？　オレたちの分ぶんまで、カービィに一人ひとり占じめされちゃったら、元もとも子こもないよ……」

「はっ、そんなヘマはしねえよ。カービィをだまして、そのパワーを利り用ようするんだ。あいつには、一ひと粒つぶだって分わけてやらねえ」

「ええー……？　それはずるいよ……カービィがかわいそうなんじゃないかなあ……」

「甘あまっちょろいことを言いうな、ケロージ！」

　ケロッタは恐おそろしい顔かおで、弟おとうとをしかりつけた。

「オレたちのちかいを忘わすれたのか？　宇う宙ちゅう一いちの大だい悪あく党とうになって、全ぜん宇う宙ちゅうにケロッタ一いち味みの悪あく名みょうをとどろかせようっていう大だい事じなちかいを！」

「わ、忘わすれてない……けど……」

「あたしだって、もちろん忘わすれてないよ」

　ケロリナが、意い気きごんで言いった。

「カービィの一人ひとりや二人ふたり、手て玉だまに取とれなくてどうするのよ！　この計けい画かくを成せい功こうさせて、あたしたちの悪あく名みょうを一いっ気きに高たかめてやろうじゃないの！」

「お、おう」

　ケロッタは、妹いもうとの迫はく力りょくに押おされながら、うなずいた。

「そ、その通とおりだぜ。オレもそう言いいたかったんだぜ、ケロリナ」

「ぜったい成せい功こうさせましょうね」

「おう！」

　ケロッタは気きを取とり直なおして、妹いもうとと弟おとうとの顔かおを見みた。

「これから手て順じゅんを話はなすぜ。まずは、カービィを捜さがすんだ」

「捜さがすって言いっても、顔かおも知しらないのに、どうやって……」

「手てがかりがある。ウワサによれば、カービィってやつは、まるい体からだをしてて、恐おそろしく食くいしんぼうだそうだ。レストランとか屋や台たいとか、食くい物もののある場ば所しょを見み張はってれば、きっと見みつかるぜ」
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「そんなに簡かん単たんにいくかなあ……」

「当あたり前まえよ！　オレの計けい画かくにまちがいはねえ！」

　ケロッタは二人ふたりの顔かおを見みつめ、ニヤリと笑わらった。
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　プププランドでいちばん人にん気きのレストランと言いえば──。

　もちろん、コックカワサキの店みせ。プププランドの住じゅう人にんたちみんなに愛あいされ、いつも超ちょう満まん員いんの人にん気き店てんだ。

　でも、今日きょうのレストランは、少すこしばかり様よう子すがちがっていた。

「あれぇ……？　貼はり紙がみがしてある。閉しまってるみたいだよ」

　ドアに貼はられた紙かみを見み上あげてそう言いったのは、ワドルディ。

　今日きょうは、なかよしのカービィといっしょにランチを食たべにきたのだが、残ざん念ねんながら店みせは休きゅう業ぎょうらしい。

　カービィは、大おお通どおりに面めんした窓まどから店てん内ないをのぞきこんでみた。

「でも、中なかにお客きゃくさんがいるみたい。あれは……デデデ大だい王おうだ！」

「大だい王おう様さま……？　ほんとだ……」

　ワドルディはカービィと並ならんで店てん内ないをのぞきこみ、首くびをかしげた。

　デデデ大だい王おうは、けわしい山やまの上うえに城しろをかまえている、大おお食ぐらいでいばりんぼの暴ぼう君くんである。本ほん人にんは「プププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃ」を自じ称しょうしている。

　ワドルディは、デデデ大だい王おうにつかえる部ぶ下かの一人ひとり。いつも、大だい王おうのわがままに振ふり回まわされ、こき使つかわれてばかりいる。

　大だい王おうは、何なにかにつけて、カービィに対たい抗こう心しんを燃もやしている。ワドルディとカービィがなかよしの友ともだちであることは、もちろん大だい王おうには秘ひ密みつ。

　いっしょにいるところを見みつかったらまずい……とワドルディは緊きん張ちょうしたが、その心しん配ぱいはなかった。大だい王おうは食しょく事じに夢む中ちゅうで、窓まどの外そとのことなんてぜんぜん気きにしてない。

「大だい王おう様さまは、今け朝さ早はやく、行いき先さきも言いわずに出でかけて行いったんだよね。朝あさごはんも食たべずに出でて行いくなんて、大だい王おう様さまにしてはめずらしいから、どうしたんだろうと思おもってたんだ。ここで食しょく事じをしてたんだね」

「どうして、お店みせが休やすみなのに、デデデ大だい王おうだけ入はいれるの!?　ずるいよー！　ぼくもコックカワサキのスペシャルランチ食たべたい！」

　カービィはふくれっ面つらになり、ドアに思おもいきり体たい当あたりをした。

　体からだの小ちいさなカービィだが、そのパワーはだれにも負まけない。体たい当あたりを受うけて、コックカワサキのレストランは今いまにも崩くずれそうになった。

　ドアが開ひらき、中なかからコックカワサキが飛とび出だしてきた。

「何なにしてるんだ！　店みせをこわす気きか!?　やめてくれ、カービィ！」

「コックカワサキ！　ぼくたち、食しょく事じに来きたんだよ。中なかに入いれてよー！」

「貼はり紙がみを見みただろう。今日きょうはお休やすみなんだ」

「じゃあ、なんでデデデ大だい王おうは食しょく事じしてるの!?」

「あれは……理り由ゆうが……」

　コックカワサキの表ひょう情じょうが、どんよりと暗くらくなった。

「理り由ゆうって、何なに!?　なんで、デデデ大だい王おうだけ特とく別べつなの!?」

「な……なんでもないんだ！　とにかく、今日きょうは臨りん時じ休きゅう業ぎょうだから。帰かえってくれ！」

「でも、デデデ大だい王おうは……！」

「帰かえってくれ！　たのむ！」
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　コックカワサキは顔かおをまっかにして、カービィを押おし出だし、ドアをバタンと閉しめてしまった。

　カービィとワドルディは、あっけにとられて、顔かおを見み合あわせた。

「なんだか、様よう子すがヘンだったね、コックカワサキ」

「こんなこと、これまでになかったのに……」

「理り由ゆうを聞きいてみよう！　よーし！」

　またもドアに体たい当あたりしようとするカービィを、ワドルディが止とめた。

「やめようよ、カービィ。コックカワサキ、なんだかすごく困こまってるみたいだったもん。あんまり無む理りを言いったら、かわいそうだよ」

「でもさあ……」

「今日きょうはあきらめようよ。そのかわり、デデデ城じょうでランチを食たべよう」

「ランチって……？」

「昨日きのうの残のこりだけど、コロッケと肉にくじゃががあるよ。あと、とりのからあげも……」

「コロッケ!?　肉にくじゃが!?　からあげ!?　うわあ、食たべたーい！」

　コロッケも肉にくじゃがもからあげも、カービィの大だい好こう物ぶつ。

　……というより、世よの中なかのほとんどすべての食たべ物ものは、カービィの好こう物ぶつなのだ。

　目めの色いろを変かえたカービィは、ワドルディに飛とびついた。

「行いこう、行いこう！　今いますぐデデデ城じょうでランチタイム～！」

「うん！」

　二人ふたりは手てをつないで、デデデ城じょうへの道みちを引ひき返かえしていった。




　一いっ方ぽう、コックカワサキのレストランでは──。

「おかわり、おかわりだー！　ステーキ十人にん前まえとグラタン十人にん前まえ、それにカツ丼どんも十人にん前まえまとめて持もってこーい！」

　デデデ大だい王おうは、テーブルの上うえに高たかく積つみ上あがった皿さらを押おしのけて、とびきりの笑え顔がおで叫さけんだ。

「も、もう……かんべんしてください、デデデ大だい王おう様さま……」

　コックカワサキは、涙なみだぐんで床ゆかにくずおれた。

「この調ちょう子しで食たべ尽つくされては……レストランがつぶれてしまいます……」

「ほう？　客きゃくが注ちゅう文もんしてるっていうのに、料りょう理りを出だせんと言いうのか？　おまえは、それでもシェフか？」

「うう……ううう……」

「客きゃくの注ちゅう文もんにこたえないなんて、ひどい店みせだな。全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいにうったえて……」

「わかりました！　わかりましたよ！」

　コックカワサキはヤケクソ気ぎ味みに叫さけんで立たち上あがり、調ちょう理り場ばへ走はしり去さった。

　その後うしろ姿すがたをながめて、デデデ大だい王おうはニンマリと笑え顔がおになった。

　大おおきな口くちから、満まん足ぞくげなひとり言ごとがもれた。

「なんでも好すきなだけ食たべ放ほう題だいだなんて、天てん国ごくだわい。これも、オレ様さまの日ひごろの行おこないがいいせいだな。オレ様さまは、ついてるわい！」




　……ことの起おこりは、今け朝さ早はやく。

　レストランの開かい店てん時じ刻こくちょうどに、デデデ大だい王おうがやってきた。

　デデデ大だい王おうが、こんなに早はやい時じ間かんに姿すがたを見みせるなんて、めずらしい。コックカワサキは、愛あい想そ良よく大だい王おうをむかえた。

「いらっしゃいませ、デデデ大だい王おう様さま。モーニングメニューになさいますか？　今け朝さのおすすめは、ハーブをたっぷり使つかったオムレツと、キノコのサラダ……」

「ばかもん、そんなもので腹はらがふくれるか！　ステーキを持もってこい。もちろん、いちばん高こう級きゅうな肉にくだぞ」

「は、はい……」

　コックカワサキは、目めを丸まるくしてうなずいた。

「朝あさから、みごとな食しょく欲よくですね、デデデ大だい王おう様さま」

「大だい王おうたるもの、空くう腹ふくではつとまらんからな！　今日きょうも、プププランドを治おさめるために、腹はらいっぱい食くう必ひつ要ようがあるのだ」

「ごりっぱです！」

「ステーキだけじゃ足たりんな。ローストビーフと、とりの丸まる焼やきも持もってこい」

「はーい、ありがとうございます！」

　コックカワサキは、ニコニコ顔がおになった。

　ステーキもローストビーフもとりの丸まる焼やきも、この店みせじまんの高こう級きゅう料りょう理り。それを一いち度どに注ちゅう文もんされるなんて、コックの腕うでの見みせどころだ。

　ところが。

「そうそう、このカードを使つかうぞ」

　デデデ大だい王おうは、何なに食くわぬ顔かおで、一枚まいのカードを差さし出だした。

　金きん色いろにかがやく、りっぱなカードである。受うけ取とったコックカワサキは、ショックを受うけた。

「こ、これは、まさか……!?」

「うむ。全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいが発はっ行こうしている、スーパープレミアム食たべ放ほう題だいカードだ」

「名な前まえは聞きいたことがありますが、実じつ物ぶつは初はじめて見みました。へえ……これが、あの有ゆう名めいなカード……」

「そうだ。どのレストランでも、どんな料りょう理りでも、好すきなだけ食たべ放ほう題だいになるという夢ゆめのカード」

「え……てことは……まさか……!?」
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　コックカワサキは青あおざめて飛とび上あがった。

「デデデ大だい王おう様さま、ステーキやローストビーフを、タダで召めし上あがるつもりなんですか!?」

「ばかもん、それだけじゃないわい。とりの丸まる焼やきも忘わすれるな」

「そ、そんな……！」

「心しん配ぱいするな。あとで、ハンバーグやバーベキューやアイスクリームも追つい加か注ちゅう文もんしてやるから」

　コックカワサキは、よろめいた。

「そんなバカな……スーパープレミアム食たべ放ほう題だいカードは、全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいがみとめた紳しん士しとか、みんなから尊そん敬けいされる勇ゆう者しゃとか、とにかくりっぱな人じん物ぶつしか手てに入いれられないはず……どうしてデデデ大だい王おう様さまが……」

「決きまってるじゃないか。オレ様さまが、みんなから尊そん敬けいされる、りっぱな紳しん士しだからだ」

「ま、まさか……」

「まさかじゃない。さっさと料りょう理りを持もってこい」

「で、でも……それ、ほんとに大だい王おう様さまのカードなんですか……？」

「うたがうのか!?　失しつ礼れいなやつだ！　全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいにうったえてやるぞ」

「い、いえ、失しつ礼れいしました！　さっそく料りょう理りをお持もちします」

　コックカワサキは、あわててキッチンに引ひっこんだ。

　デデデ大だい王おうがスーパープレミアム食たべ放ほう題だいカードを持もっているなんて、信しんじられなかったが、実じつ物ぶつを見みせられてはしかたない。このカードを持もっている客きゃくには、最さい高こう級きゅうのもてなしをしなくてはならないと、全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいのおきてで決きまっているのだ。

（おかしいなあ……デデデ大だい王おうが、どうしてあのカードを持もってるんだろう……）

　のんきに首くびをかしげていられたのも、最さい初しょのうちだけだった。

「次つぎはカニチャーハンを持もってこい。もちろん、ギョーザとシュウマイもつけるんだぞ」

「は、はい」

「それから、天てんぷらそばと、鍋なべ焼やきうどん」

「もうしわけありません、当とう店てんにはそんなメニューは……」

「なくても作つくれ！　このカードが目めに入はいらぬか！」

「は……ははっ！」

　デデデ大だい王おうは、やりたい放ほう題だい。

　コックカワサキは、店みせのドアに臨りん時じ休きゅう業ぎょうの貼はり紙がみをして、ひたすら大だい王おうのために料りょう理りを作つくるしかなかった。

（う、うらむぞ、全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かい……！　どうしてデデデ大だい王おうなんかに、あの貴き重ちょうなカードを与あたえたんだ……）

　コックカワサキは、なみだをふきふき、料りょう理りを作つくっている。

　その間あいだにも、店てん内ないにはデデデ大だい王おうのドラ声ごえがひびきわたっていた。

「おそいぞ！　何なにをやってる！　ステーキ十人にん前まえとグラタン十人にん前まえ、カツ丼どん十人にん前まえにラーメン十人にん前まえ、ハンバーグ十人にん前まえはまだかー！」

「……は、はい、ただいま……」

　コックカワサキは、よよよと泣なきくずれた。




　さて、そのころ。

　例れいの三人にん組ぐみは、カービィを捜さがしてうろつき回まわっていた。

「ケロッタ兄にいちゃん……じゃなくて親おや分ぶん、あそこにレストランがあるよ」

　ケロージが、赤あかい看かん板ばんを指ゆびさした。

「お、本ほん当とうだ。一いち応おう、チェックしてみるか。カービィがいるかもしれねえからな」

「だめだめ」

　ケロリナが首くびを振ふった。

「貼はり紙がみがしてある。あのレストラン、お休やすみよ」

「ちぇっ、そうか。じゃ、他ほかを当あたろう」

「待まって。中なかにお客きゃくさんがいるみたいだよ」

　ケロージが、窓まどから見みえる店てん内ないの人ひと影かげに気きがついて、店みせに走はしり寄よった。

　三人にんは窓まどに張はりついて、中なかをのぞきこんでみた。

　ケロッタののどが、ゴクリと鳴なった。

「す……すげえ……なんだ、ありゃ……」

「ものすごい数かずのお皿さらを積つみ上あげてる！　まさか、あれ、一人ひとりで食たべちゃったのかな!?」

「化ばけ物ものみたいな食しょく欲よくだわ……見みて、あの、おなか！　まんまるよ！」

　三人にんは顔かおを見み合あわせた。

「兄にいちゃ……じゃなかった、親おや分ぶん！　あいつは、まさか！」

「ああ、まちがいねえ！　あんなに食くい意い地じの張はったヤツが、他ほかにいるわけがねえ！」

「カービィだわ！」

　三人にんは急いそいで、レストランのドアを開あけて中なかに飛とびこんだ。

　料りょう理りを運はこんでいたコックカワサキが、声こえをかけた。

「あ、すみません、今日きょうはお休やすみなんですが……」

　しかし三人にんの耳みみには、コックカワサキの声こえなんて入はいっていなかった。

　三人にんはデデデ大だい王おうのテーブルに走はしり寄より、大だい王おうを囲かこんだ。

「カービィさん！　あなたはカービィさんですよね!?」

「……？」

　見みず知しらずの三人にん組ぐみに取とり囲かこまれ、デデデ大だい王おうはふしぎそうな表ひょう情じょうになった。

　何なにか言いおうとしたが、大だい王おうはちょうど、大おおきなステーキを口くちに放ほうりこんだところ。

　三人にんは、かわるがわる早はや口くちでまくしたてた。

「捜さがしてました、カービィさん！　いやぁ、ウワサ以い上じょうにみごとな食たべっぷり！」

「これを全ぜん部ぶ一人ひとりで食たべたなんて……尊そん敬けいします、カービィさん！」

「お会あいできて光こう栄えいです、カービィさん！」

　デデデ大だい王おうは、自じ分ぶんがカービィとまちがえられていることに気きがつき、急きゅうに不ふ機き嫌げんになった。

　しかし、ステーキが口くちに入はいっているので、何なにも言いえない。大だい王おうがステーキを飲のみこむ間あいだに、三人にん組ぐみはべらべらとしゃべり続つづけた。

「オレたち、カービィさんの力ちからをお借かりしたくて、捜さがしてたんです」

「カービィさんじゃなきゃできない大おお仕し事ごとがあるんです」

「カービィさんなら、きっと引ひき受うけてくれると思おもうの！」

　デデデ大だい王おうはようやくステーキを飲のみこみ、三人にんをにらみつけた。

「なんだ、きさまら？」

「あっ、申もうしおくれました。オレはケロッタっていいます。こっちの二人ふたりはオレの部ぶ下かの、ケロージとケロリナ」

「カービィカービィって、きさまら……」

「はいはい、もちろん知しってますとも！　会あったことはなくても、カービィさんのお名な前まえは有ゆう名めいですからね！」

「オレ様さまは、カービィじゃ……」

「ええ、ええ、わかってますって。そんなごりっぱな食しょく欲よくの持もち主ぬしは、カービィさんしかいませんよね！」

「カービィさんにぴったりの、すてきなお宝たからがあるんです！」

　イライラして三人にん組ぐみをどなりつけようとしていたデデデ大だい王おうは、「お宝たから」という一ひと言ことを聞きいて、口くちをつぐんだ。

「くわしいことは、ここでは話はなせないんですが。オレたちといっしょに、来きてくれませんか？」

「……お宝たからっていうのは、なんなんだ？」

「実じつは……」

　ケロッタはデデデ大だい王おうの耳みみ元もとで、声こえをひそめてささやいた。

「宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツなんです」

「フルーツだと？　はっ、つまらん。そんなもの、もの足たりんわい。オレ様さまは、宇う宙ちゅう一いちうまい肉にくのほうがいい」

　また食しょく事じに戻もどろうとするデデデ大だい王おうに、ケロッタがすばやく言いった。

「いえいえ。ただのフルーツじゃないんですよ。その実みはとろけるように甘あまく、この世よのものとは思おもえないほどおいしいと言いいます。しかも、とてもめずらしくて、食たべたことのある者ものは数かぞえるほどしかいないんです。まさにフルーツ界かいの王おう者じゃ、フルーツ界かいのナンバーワン！　食たべてみたいと思おもいませんか？」

「うむぅ……王おう者じゃか……」

　王おう者じゃとかナンバーワンとかいう言こと葉ばに弱よわいデデデ大だい王おうは、少すこし心こころを動うごかされた。

　そこへ、コックカワサキが声こえをかけてきた。

「すてきなお話はなしですねえ！　そんなフルーツ、食たべてみたいな……けど……」

　彼かれは先さきほどから、三人にん組ぐみとデデデ大だい王おうの会かい話わに聞きき耳みみを立たてていたのだ。

　三人にん組ぐみは、警けい戒かいしてコックカワサキをにらんだ。

　コックカワサキは、横よこを向むいてフーッとため息いきをついた。

「オレなんかには、ふさわしくないよなあ……そんな最さい高こうのフルーツを食たべることができるのは、よほどの大おお物ものだけなんだろうなあ……」

　大おお物ものという単たん語ごにも弱よわいデデデ大だい王おうは、ピクッと反はん応のうした。

　ここぞとばかりに、コックカワサキはたたみかけた。

「たとえば宇う宙ちゅう一いちの超ちょうイケメン王おう子じとか、プププランドの偉い大だいな支し配はい者しゃとか……そのくらいの超ちょう大おお物ものにならないと食たべられないスペシャルなフルーツなんだろうなあ……ああ、残ざん念ねんだけど、しかたないなあ……」
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「──おい」

　デデデ大だい王おうは、コックカワサキの発はつ言げんは聞きこえなかったふりをして、ケロッタに向むき直なおった。

「その話はなし、確たしかなんだろうな？」

「もちろんですとも。フルーツがある場ば所しょを記しるした特とく別べつな地ち図ずも手てに入いれてあります。あとは、カービィさんの協きょう力りょくさえあれば」

「……よし」

　デデデ大だい王おうはうなずき、胸むねをポンとたたいた。

「このカービィ様さまが、おまえたちに協きょう力りょくしてやる。そのフルーツのもとへ案あん内ないしろ」

「はいっ！」

　三人にん組ぐみは、そろってガッツポーズを作つくった。

　デデデ大だい王おうは、おもむろに立たち上あがった。その姿すがたを、三人にん組ぐみは頼たのもしそうに見み上あげた。

「行いくぞ」

「はーい！　カービィさんが味み方かたしてくれたら、怖こわいものなしですよ！」

　三人にん組ぐみは、デデデ大だい王おうを囲かこみ、うかれた足あし取どりで出でて行いった。




　ドアが閉しまったあと──。

　コックカワサキは、喜よろこびを抑おさえきれずに大おお声ごえを上あげた。

「やったぁぁー！　ついに、疫やく病びょう神がみを追おい払はらったぞー！」

　彼かれはうれし泣なきをし、店てん内ないをスキップで三周しゅうした。

　足あしを止とめたところで、ふと思おもい出だして、ひとり言ごとを言いった。

「しかし、あいつらが言いってたフルーツって……まさか、くらやみ森もりのスターダストの実みのこと……じゃないだろうな……？」

　コックカワサキは深しん刻こくな顔かおで考かんがえこみ、プルプルと首くびをふった。

「いや、まさか！　どんな命いのち知しらずだって、あれに手てを出だすはずはない。命いのちがいくつあったって足たりないよ。考かんがえすぎ、考かんがえすぎ……そんなことより、レストランの準じゅん備びのほうが大たい切せつだ」

　デデデ大だい王おうが食たべちらかした皿さらを片かたづけ、食しょく材ざいを仕し入いれ直なおし、いつもの営えい業ぎょうに戻もどらないと。

　コックカワサキは張はり切きって、店みせのオープン準じゅん備びに取とりかかった。







[image: ]







「大だい王おう様さま、おそいなあ……」

　西にしの地ち平へいに沈しずんでゆく夕ゆう陽ひを、デデデ城じょうの窓まどからながめながら、ワドルディはため息いきをついた。

「まだコックカワサキのお店みせでお食しょく事じをしてるのかなあ？　いくらなんでも、もう、おなかいっぱいだと思おもうんだけど……」

「心しん配ぱいいらないよ！　そんなことより、夕ゆうごはん、夕ゆうごはん！」

　カービィはフォークとナイフを手てに、待まちきれない様よう子すで叫さけんだ。

　ワドルディはそんなカービィを振ふり返かえり、二度ど目めのため息いきをついた。

「ほんの三十分ぷんぐらい前まえに、おやつを食たべたばかりじゃないか……しかも、ぼくが大だい王おう様さまのために焼やいたクッキーなのに、全ぜん部ぶ食たべちゃうんだから。大だい王おう様さまが帰かえってきたら、ぼく、しかられちゃうよ……」

「あのクッキー、おいしかったー！　また焼やいてね！」

「うん……」

　ワドルディは、また窓まどのほうに向むき直なおった。

「なんだかイヤな予よ感かんがするんだ。大だい王おう様さま、何なにかトラブルに巻まきこまれてるんじゃないかなあ……」

「デデデ大だい王おうは、いつもトラブルを作つくるほうだよ。巻まきこまれるなんて、ありえないからだいじょーぶ！」

　カービィにしてはまともなことを言いって、また「そんなことより、夕ゆうごはん～！」とさわぎ出だした。

　ワドルディはくるりと向むき直なおって、窓まどからはなれた。

「悪わるいけど、カービィ。ぼく、やっぱり大だい王おう様さまをむかえに行いってくる」

「え～？　夕ゆうごはんは？」

「帰かえってきてから。夕ゆうごはんより、大だい王おう様さまのほうが大だい事じだもん」

「そんなぁ……」

「じゃあね、カービィ」

「まって！　ぼくも行いく！」

　カービィはナイフとフォークをテーブルに置おいて、椅い子すからピョンと飛とび下おりた。

「え？　カービィも？」

「うん！　だって、デデデ大だい王おうが見みつからないと、いつまでたっても夕ゆうごはんにならないんでしょ？」

「う、うーん……」

　目もく的てきはなんであれ、カービィがいっしょに来きてくれるのは心こころ強づよい。

　ワドルディとカービィはデデデ山やまを下おりて、ふたたびコックカワサキのレストランに向むかった。




　レストランに着ついた二人ふたりは、どちらからともなく顔かおを見み合あわせた。

「あれぇ……？　貼はり紙がみがなくなってる」

「お店みせ、やってるみたいだね」

　さすが、プププランドでいちばんの人にん気きレストラン。ちょうど夕ゆう食しょくどきなので、店みせの前まえに行ぎょう列れつができるほどの大おおにぎわいだった。

「さっきはお休やすみだったのになあ」

「どうしたんだろう？」

　カービィとワドルディは、店てん内ないに入はいってみた。

　大おおいそがしで料りょう理りを運はこんでいたコックカワサキが、二人ふたりに声こえをかけた。

「混こみ合あってるので、すみませんが列れつに並ならんでください……って。なんだ、カービィとワドルディじゃないか。君きみたちも、食しょく事じに来きてくれたの？」

「ううん。ぼくら、デデデ大だい王おう様さまを捜さがしに来きたんだ」

「デデデ大だい王おう!?……ふ、ふーん」

　コックカワサキは目めをそらせた。明あきらかに、何なにかかくしていそうな雰ふん囲い気き。

　ワドルディがつめ寄よった。

「デデデ大だい王おう様さまは、さっきここで食しょく事じをしてたよね？　そのあと、どこへ行いったの？」

「さ、さあ、知しらないなあ」

「コックカワサキ！　ウソをつくと……」

　ワドルディににらまれて、コックカワサキは息いきをのんだ。

　ワドルディは怖こわくないが、となりにカービィがいる。カービィを怒おこらせることだけは、さけなければ。
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「あのね……実じつは……」

　コックカワサキは、ないしょの話はなしをするために、二人ふたりを調ちょう理り場ばへ連つれて行いった。

「デデデ大だい王おうが食しょく事じをしてるところへ、おかしな三人にん組ぐみがやってきたんだよ」

「三人にん組ぐみ？」

「うん。見みかけない顔かおだった。そいつら、デデデ大だい王おうのことを、なぜかカービィとまちがえたらしいんだよね」

「えぇぇぇ──!?」

　カービィは、ひっくり返かえりそうなほどショックを受うけて叫さけんだ。

「ぼくとデデデ大だい王おうを!?　このかっこいいぼくと、デデデ大だい王おうを!?　どうして!?　その三人にん組ぐみって、目めが悪わるいの!?」

「さあ、よくわからないんだけど。とにかく、デデデ大だい王おうのことを『カービィさん』って呼よんで、話はなしを持もちかけてたよ」

「どんな話はなし？」

「たしか、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツがある……って言いってたっけ。それを手てに入いれるのに、カービィさんの力ちからを借かりたいってさ」

「宇う宙ちゅう一いち……おいしいフルーツ……!?」

　カービィは興こう奮ふんして、くるんと宙ちゅう返がえりをした。

「何なに、それ!?　食たべたい、食たべたーい！」

「その話はなしを聞きいたデデデ大だい王おうは、自じ分ぶんがカービィになりすまして、三人にん組ぐみといっしょに出でて行いっちゃったんだよ。オレが話はなせるのは、ここまで」

「なんで、すぐにぼくを呼よんでくれなかったのー!?　三人にん組ぐみが捜さがしてたのは、ぼくだったんでしょー!?」

　カービィはコックカワサキにすがりついた。

「そうだけど……でも、デデデ大だい王おうが乗のり気きになっちゃってね……」

「ずるーい！　ぼくのフリをするなんて！　ぜんぜん似にてないのに！」

「とにかく、そういうこと。三人にん組ぐみとデデデ大だい王おうはいっしょに出でて行いったけど、その後あとどこに行いったかはわからないよ」

　コックカワサキは、いっそう声こえを低ひくめて続つづけた。

「どうか、オレがこんなことを言いったってことは、ないしょにしてくれよ。デデデ大だい王おうに知しられたら、仕し返かえしをされるかも。また、あの悪あく夢むが……」

　コックカワサキは青あおざめ、ぶるっと身み震ぶるいをした。

「うん、わかった。だれにも言いわないよ」

　コックカワサキに約やく束そくして、カービィとワドルディはレストランを出でた。




　早はや足あしで歩あるきながら、ワドルディは言いった。

「やっぱり、ぼくのイヤな予よ感かんが当あたっちゃった。デデデ大だい王おう様さまは、事じ件けんに巻まきこまれたんだ……」

「巻まきこまれたんじゃなくて、自じ分ぶんから飛とびこんだんじゃないか！　ほんとなら、ぼくが巻まきこまれるはずだったのに！」

　カービィはプーッとふくれっつらになり、天てんをあおいで叫さけんだ。

「くやしいよー！　巻まきこまれたかったよ──！」

「大だい王おう様さまに近ちかづいた三人にん組ぐみって、何なに者ものなんだろう？　見みかけない顔かおって言いってたから、このあたりの住じゅう人にんじゃなさそうだよね」

「だいたい、どうしてデデデ大だい王おうとぼくをまちがえるの!?　どこが似にてるっていうの!?」

「うーん……食しょく欲よく、かなあ？　とにかく、大だい王おう様さまを捜さがさなくちゃ。カービィ、協きょう力りょくしてくれる……？」

「何なにひとつ似にてないよね！　ぼくはデデデ大だい王おうみたいに太ふとってないし、顔かおだってかわいいし、あんなに意い地じきたなくないのに！」

「う、うん。そうだね。カービィ。お願ねがいだから協きょう力りょくを……」

「デデデ大だい王おうもひどいよ！　ぼくになりすますなんて！」

「あの、カービィ……お願ねがい……」

「ワドルディったら！　ひとの話はなしを聞きいてるの!?」

　カービィは自じ分ぶんのことをたなに上あげて、ワドルディに飛とびついた。

「う、うん、聞きいてる」

「ほんとなら、ぼくが宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツを食たべられるはずだったんだよー！　それなのに！」

「くやしいでしょ。だから、その三人にん組ぐみを見みつけて、とっちめようよ」

「うん、そうしよう！」

　やっと話はなしがまとまった。

　ワドルディは、ぐっとシリアスな顔かおになって言いった。

「じゃ、さっそく調ちょう査さを始はじめよう。こういうときは、まず『聞ききこみ』をするんだ」

「キキコミ？　それ、何なに？」

「よくわからないけど、ぼくが前まえに見みたドラマでは、事じ件けんを解かい決けつするためには『聞ききこみ』が大だい事じだったんだよ」

「何なにをすればいいの？」

「ええっと……とにかく、聞ききこむんじゃないかなあ。事じ件けんの手てがかりについて」

「うん、わかった。聞ききこむぞー！」

　カービィは張はり切きって走はしり出だし、たまたま通とおりかかったバーニンレオを見みつけて、声こえをかけた。

「おーい、バーニンレオ！」

「カ……カービィじゃねえか」

　いつもカービィにひどい目めにあわされているバーニンレオは、ギョッとして後あとじさった。

「な、なんだよ。オレに用ようかよ？」

「うん。ちょっと聞ききこみたいんだけど」

「え？」

「ぼくとデデデ大だい王おうって、似にてると思おもう？」

「カービィ、カービィ」

　ワドルディが、カービィの背せをたたいた。

「聞ききこみのポイントは、そこじゃなくて……」

「ねえ、どう思おもう!?」

「そうだな……」

　バーニンレオはまじめに考かんがえこんだ。

「言いわれてみれば、似にてるかもな」

「え!?」
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　カービィはショックを受うけて、よろめいた。

「似にてる!?　どのくらい似にてるの!?　コロッケとメンチカツぐらい!?」

「……そのたとえは、よくわからねえ」

「どこが似にてるっていうの!?」

「性せい格かく……とか。食くい意い地じ……とかな」

「ぼくが、デデデ大だい王おうみたいに、自じ分ぶん勝かっ手てでひとの話はなしを聞きかなくて意い地じきたないっていうの!?」

「んー……まあな……」

「わぁぁーん、ひどい！　ひどいよー、バーニンレオ！」

　カービィは大おおきく口くちをあけ、今いまにもバーニンレオを吸すいこみそうになった。

「う、うわぁぁ！　やめろぉぉ！」

　バーニンレオは頭あたまをかかえて、地じ面めんに伏ふせた。

　ワドルディが、あわててカービィを止とめた。

「ダメだったら、カービィ。こんなことやってちゃ、ぜんぜん手てがかりがつかめないよ。もっとちゃんと、聞ききこみをしよう」

「ちゃんと……って？」

「いくつか、わかってるヒントがあるだろ。三人にん組ぐみとか、フルーツとか。心こころ当あたりがないかどうか、みんなから証しょう言げんを集あつめて……」

「うん、わかった！　よーし！　ちゃんと聞ききこむぞー！」

　カービィはまた張はり切きって駆かけ出だした。

　そこへ、向むこうから歩あるいてきたのは、いかめしいヒゲと眉まゆ毛げが特とく徴ちょうのきちょうめんな住じゅう人にん──ミスター・チクタクだった。

「やっほー、ミスター・チクタク！」

「む？　カービィではないか。それに、ワドルディも。そろって、どうした？」

「ちょっと聞ききこみたいんだけど！」

「このあたりで、あやしい三人にん組ぐみを……」

　ワドルディがまともな聞ききこみをしようとしたが、カービィがさえぎった。

「ねえねえ、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツって、何なにか知しってる？」

「む？　なぞなぞか、それは」

　ミスター・チクタクは、目めを閉とじてじっくり考かんがえこみ、おもむろに口くちを開ひらいた。

「宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツって、バナナだろ？　そんなバナナ！……なんちゃってな」

「……もう、いいです」

　ワドルディはがっかりしてその場ばを去さろうとしたが、カービィは大おお喜よろこびで手てをたたいた。

「ぼく、バナナ大だい好すきだよー！　気きが合あうね、ミスター・チクタク！」

「そうだな。だが私わたしは、どちらかといえばバナナよりメロン派はかな」

「ぼく、どっちも大だい好すき。あと、イチゴとブドウとリンゴとスイカと……」

「オレンジを忘わすれていないかね、カービィ」

「うんうん！　オレンジもおいしいよねーっ！」

「モモとカキもな」

「あとキウイとグレープフルーツと……」

　ほうっておいたら、どこまで話はなしが脱だっ線せんするかわからない。

「……行いくよ、カービィ」

　ワドルディは、まだまだ話はなし足たりなそうなカービィの手てをつかんで、ミスター・チクタクから引ひき離はなした。




　カービィは歩あるきながら、つまらなそうに言いった。

「うーん、なかなか手てがかりがつかめないね。なんてむずかしい事じ件けんなんだろう！」

「……聞ききこみのしかたが悪わるいんじゃないかな……」

「もう、つかれちゃった。それに、おなかもへったから、休きゅう憩けいにしようよ。夕ゆうごはんを食たべてから、また聞ききこみをしよう」

「う……ん……」

　この調ちょう子しでは、いつまでたっても、有ゆう力りょくな手てがかりなんて得えられそうにない。

　ワドルディは困こまり果はてた。しかし、カービィの言いう通とおり、おなかがすいたのも事じ実じつだった。いつもなら、もうとっくに夕ゆうごはんの時じ間かんだ。

「じゃ、いったんお城しろに帰かえろうか。ひょっとしたら、大だい王おう様さまが戻もどってきてるかもしれないしね」

　ワドルディはそんなわずかな望のぞみを胸むねに、カービィといっしょにデデデ山やまを登のぼった。




　二人ふたりがデデデ山やまの頂ちょう上じょうについた時ときには、もうすっかり日ひが暮くれていた。

　あたりを照てらすのは、月つきの光ひかりと、デデデ城じょうの窓まどからもれている光ひかりだけ。

　その淡あわい光ひかりの中なかに、ぼうっと浮うかび上あがる大おおきな物ぶっ体たいがあった。

「あれ？　お城しろの前まえに、何なにかあるよ」

　ワドルディは目めをこらした。

　カービィが、飛とび上あがって叫さけんだ。

「あれは、飛ひ行こう船せんだよ！」

「うん！　飛ひ行こう船せんが、お城しろの前まえにとまってるっていうことは……！」

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせ、同どう時じに駆かけ出だした。
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　やっぱり、二人ふたりの思おもった通とおり。

　デデデ城じょうの広ひろ間まで、退たい屈くつそうにソファに座すわっていたのは、メタナイトだった。

　メタナイトは、素す顔がおも素す性じょうも謎なぞにつつまれた仮か面めんの剣けん士し。ふだんはどこに住すんでいるのかだれにも知しられていないが、時ときおり、思おもい出だしたようにフラリとこのプププランドに現あらわれる。カービィやワドルディとも、顔かおなじみだった。

「メタナイト様さま。どうかしたんですか？　三日みっか前まえにも遊あそびに来きたばかりなのに……」

　ワドルディは、そう言いいかけて、あわてて言いい直なおした。

「もちろん、遊あそびに来きてくださるのはうれしいんですけど！」

　ワドルディがふしぎに思おもうのも、もっともだった。メタナイトが、立たて続つづけにデデデ城じょうをおとずれるなんて、めずらしいことだ。

「やあ、ワドルディ。実じつは、大だい事じなカードをなくしてしまってね」

「カード……？」

「ああ。金きん色いろの小ちいさなカードだ。ひょっとしたら、三日みっか前まえにここで落おとしたのではないかと思おもって、捜さがしに来きたんだが……」

「さあ……ぼくは、見みかけませんでしたけど」

「そうか。なら、他ほかの場ば所しょを当あたろう。邪じゃ魔まをしたな」

「何なにに使つかうカードなの？」

　カービィがたずねた。メタナイトはちょっと考かんがえてから、答こたえた。

「君きみには教おしえないほうが良よさそうだ」

「え！　どうして!?」

「いや、なんでもない。もし見みつけても、ぜったいに悪あく用ようしたりしないでくれ。めんどうなことになるからな」

「めんどうって？」

「くわしくは言いえない。デデデ大だい王おうにも伝つたえておいてくれ。見みつけたら、ぜったいに使つかわずに、私わたしに返かえしてくれとな」

「はい……」

「では、失しつ礼れいする」

　立たち上あがって歩あるき出だしたメタナイトを、ワドルディは呼よび止とめた。

「待まってください、メタナイト様さま！　実じつは……」

「ことわる」

　話はなしを聞ききもせずに、メタナイトはピシャリと言いった。

「え、まだ何なにも……」

「どうせ、何なにか力ちからを貸かしてほしいというんだろう」

「そのとおりです。なんで、わかったんですか？」

「困こまった顔かおをしているからさ。悪わるいが、帰かえらせてもらうぞ。君きみたちのトラブルに巻まきこまれると、ろくなことがない」

「そんなぁ……」

「さらばだ」

　取とりすがろうとするワドルディを振ふり切きって、メタナイトはサッとマントをひるがえし、広ひろ間まを出でて行いこうとした。

　その背せ中なかへ、カービィが声こえをかけた。

「待まってよ、メタナイト。帰かえる前まえに一つだけ、聞ききこみたいことがあるんだけど」

「……なんだって？」

　メタナイトは足あしを止とめて振ふり返かえった。

　カービィは、ちらっと上うわ目めづかいでメタナイトを見みると、いつになく真しん剣けんな声こえでたずねた。

「ぼくとデデデ大だい王おうって、似にてると思おもう？」

「……何なに？」

　メタナイトは、あっけにとられて答こたえた。

「どういうことだ、その唐とう突とつな質しつ問もんは……？」

「いいから、答こたえて！」

「ふむ……まあ、似にてると言いえば、似にているな。以い前ぜんから、そう思おもわないでもなかった」

「……そうなの!?」

　バーニンレオに言いわれたぐらいなら、冗じょう談だんだと思おもって聞きき流ながせるが、メタナイトの言こと葉ばにはやはり重おもみがある。

　カービィはよろよろしながら言いった。

「そんなに似にてるの……？　どのくらい？　コロッケとメンチカツぐらい？　チャーハンとピラフぐらい？　それとも、まさか、カレーライスとハヤシライスぐらい……？」

　カービィは、しゃべっているうちに感かん情じょうが高たかぶってしまい、思おもわず涙なみだぐんだ。

「な……何なに？　どうした、カービィ？」

　メタナイトは、質しつ問もんの意い味みがさっぱりわからずに、たじろいだ。
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　カービィは、必ひっ死しの形ぎょう相そうでメタナイトにせまった。

「はっきり言いって！　どっちがコロッケで、どっちがメンチカツ!?」

「……意い味みがわからない……」

「ごまかさないでよ、メタナイトー！」

　今いまにもメタナイトに飛とびかかろうとするカービィを、ワドルディがあわてて止とめた。

「やめなよ、カービィ。メタナイト様さまが困こまってるよ」

「ぼくだって困こまってるよ！　いやだよ、デデデ大だい王おうとまちがわれるなんて！　わあぁぁぁん──！」

　床ゆかにつっぷしたカービィを見みて、メタナイトはあっけにとられた。いつものんきなカービィが、こんなに落おちこむなんて、めずらしい。

「どういうことだ、いったい？　デデデ大だい王おうとまちがわれるって……？」

「あの……実じつは、ですね……」

　ワドルディが、今日きょうのできごとを最さい初しょから説せつ明めいした。

　デデデ大だい王おうが、コックカワサキの店みせを貸かし切きりにして食しょく事じをしていたこと。

　そこへ、あやしい三人にん組ぐみが近ちかづいたこと。

　三人にん組ぐみは、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツの話はなしを持もちかけて、デデデ大だい王おうをさそい出だしたこと。

　彼かれらが、どうやらデデデ大だい王おうのことをカービィと思おもいこんでいるらしいこと……。

　メタナイトは静しずかに聞きいていたが、ワドルディがすべて話はなし終おえると、むずかしい顔かおでつぶやいた。

「宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツ……だって？　まさかとは思おもうが、くらやみ森もりのスターダストの実みのことではないだろうな？」

「え……？　メタナイト様さま、今いま、なんて？」

「メタナイト、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツのこと、知しってるの!?」

　つい今いままで打うちひしがれていたカービィは、ガバッと飛とび起おきた。

「くらやみ……？　それが、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツの名な前まえなの？　どこにあるの!?　教おしえて教おしえて～！」

「……いや」

　メタナイトは首くびを振ふり、言こと葉ばをにごした。

「そんなはずはない。私わたしの思おもい過すごしだろう。すまない、今いまの話はなしは忘わすれてくれ」

「ええ!?　そんなのないよ、メタナイト。ちゃんと教おしえてー！」

「お願ねがいします、メタナイト様さま」

　ワドルディは、床ゆかに頭あたまがくっつくぐらい、深ふかく礼れいをした。

「デデデ大だい王おう様さまは、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツに目めがくらんで、悪わる者もの一いち味みにだまされているんです。なんとかして助たすけなくちゃ、危き険けんなんです！」

「彼かれのことだ、心しん配ぱいはなかろう」

「でも、こんな時じ間かんになっても、まだ帰かえってこないんです。偉い大だいな支し配はい者しゃのデデデ大だい王おう様さまにもしものことがあったら、このプププランドはどうなってしまうことか……」

「平へい和わになるだけだと思おもうが」

「メタナイト様さま！」

　ワドルディは、めずらしくキッとなってメタナイトをにらんだ。

「ああ、すまない、ワドルディ。トラブルにはなるべく関かかわりたくないんだが……君きみの忠ちゅう誠せい心しんにめんじて、話はなそう」

　メタナイトはあきらめたように、またソファに座すわりなおした。

「くらやみ森もりというのは、このプププランドの奥おく地ちにある、古ふるい森もりのことだ。とても広ひろくて、昼ひるでも暗くらくて、迷まよいこんだらまず出でてこられない。それだけではない、森もりの中なかには恐おそろしい獣けものや魔ま物ものがウヨウヨいると言いわれている。まず、だれも近ちか寄よりたがらない魔ま境きょうと言いっていいんだが……」
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　メタナイトは、ふいに声こえをひそめた。

「この森もりには、貴き重ちょうなフルーツがなるのだそうだ」

「貴き重ちょうな……フルーツ……？」

「ああ。それが、くらやみ森もりのスターダストの実みだ。ふしぎなことに、広ひろい宇う宙ちゅうのなかでただ一か所しょ、この森もりにしか育そだたないんだ。森もりじゅうの果か実じつを根こん気きよくかき集あつめたら、おそらく数すう千せん個こになるはずだが……」

「はず……って？」

「このスターダストの実みには、やっかいな性せい質しつがあるんだ。果か実じつがなるのは、毎まい年とし、春はるの満まん月げつの夜よると決きまっている。日ひの入いりとともに森もりじゅうの果か樹じゅがいっせいに実みを結むすび、そして夜よ明あけとともに、すべて腐くさり落おちてしまうんだ」

「……えっ!?」

「つまり、その一ひと晩ばんのうちに収しゅう穫かくしなければ、スターダストの実みを味あじわうことはできないということだ」

　メタナイトは、静しずかに首くびを振ふった。

「遠とおい昔むかし、このフルーツを食たべた勇ゆう者しゃが『宇う宙ちゅう一いちおいしい』と書かき残のこしたことから、これまでに何なん人にんもの冒ぼう険けん者しゃが森もりをめざしてきたのだが……無ぶ事じに帰かえってきた者ものは、一人ひとりもいないと言いわれている」

「ええっ!?」

「みんな、森もりに住すむ猛もう獣じゅうや魔ま物ものにやられてしまったんだ。フルーツを食たべるためだけに、命いのちをかけるほどの冒ぼう険けん者しゃなんて、最さい近きんではすっかりいなくなった。だから、くらやみ森もりのスターダストの実みは、今いまでは『幻まぼろしのフルーツ』と呼よばれているんだ」

「デデデ大だい王おう様さまは……そんな恐おそろしい森もりに……！」

　ワドルディは青あおざめ、ぶるぶるっと震ふるえた。

　カービィは、そんなワドルディとは逆ぎゃくに、今いまにもよだれをたらしそうなウットリした表ひょう情じょうになった。

「宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツ……！　どんな味あじなんだろう？　あまいのかな？　すっぱいのかな？　うわあ、ワクワクする！」

　カービィはピョンと飛とび上あがると、ワドルディの手てをつかんだ。

「行いこう、行いこう！　今いますぐ行いこう、くらやみ森もりへ！」

「カ、カービィ……」

「やめろ、カービィ」

　メタナイトが止とめた。

「私わたしの話はなしを聞きいていなかったのか？　とても危き険けんな森もりなんだ。近ちかづいてはならん」

「でもさ～！　宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツ、食たべてみたいよ～！」

「やめておけ。それに、デデデ大だい王おうと三人にん組ぐみが、くらやみ森もりのフルーツを狙ねらっているとは思おもえない」

　メタナイトは、今いまにも飛とび出だして行いきそうなカービィの手てをつかんで、言いい聞きかせた。

「いくらなんでも、そんな命いのち知しらずではあるまい。彼かれらが言いった『宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツ』というのは、きっと別べつのくだもののことだと……」

「いいえ、メタナイト様さま」

　ワドルディが、さえぎった。

「ぼくは、やっぱり、くらやみ森もりがあやしいと思おもいます」

「ワドルディ？」

「だって、満まん月げつの晩ばんはもうすぐです。それに、やつらはカービィを捜さがしていたんです。くらやみ森もりに住すむ危き険けんな獣けものたちを追おい払はらうために、カービィの助たすけを借かりようとしてたんだと思おもいます」

　メタナイトはカービィの手てを離はなし、考かんがえこんだ。

「……たしかに、な」

「ぼく、くらやみ森もりに行いってみます。大だい王おう様さまを助たすけなくちゃ！」

　ワドルディは、きっぱりと言いって、戸と口ぐちに向むかった。

　もちろん、カービィも張はり切きってその後あとに続つづいた。

　メタナイトは、だまって二人ふたりを見み送おくろうとしたが──やはり、じっとしてはいられなかった。

「待まて、カービィ。ワドルディ」

　振ふり返かえった二人ふたりに、メタナイトはため息いきまじりに告つげた。

「私わたしもいっしょに行いこう」

「ほんとですか、メタナイト様さま！」

「しかたあるまい。乗のりかかった船ふねというやつだ。君きみたちだけを行いかせるのは心しん配ぱいだし、それに……」

「メタナイトも、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツを食たべたいんだね!?　食たべくらべをしよう！　よーし、負まけないぞー！」

「ちがうっ！　デデデ大だい王おうが、レストランを貸かし切きりにして食しょく事じをしていたということが気きにかかるんだ。まさか、大だい王おうはあのカードを見みつけてしまったのでは……」

　メタナイトは言いいかけて、言こと葉ばをのみこんだ。

「いや、悪わるい方ほう向こうへ考かんがえるのはやめよう」

「なんの話はなし？」

「別べつに。とにかく、デデデ大だい王おうに会あって話はなしたい。捜さがしに行いこう」

「うん！　行いこう行いこう！」

「待まて。今日きょうはもう日ひが暮くれた。ゆっくり休やすんで、明日あしたの朝あさ、出しゅっ発ぱつしよう」

　メタナイトの提てい案あんに、ワドルディが顔かおをくもらせた。

「でも、メタナイト様さま。こうしている間あいだにも、デデデ大だい王おう様さまは悪わる者もの一いち味みに苦くるしめられているかもしれません。ひょっとしたら、本ほん物もののカービィじゃないってことがバレて、しばられたり、牢ろう屋やに入いれられたり、ムチで打うたれたりしているかも……」

　ワドルディは、自じ分ぶんが口くちにした言こと葉ばにふるえ上あがってしまった。

「大たい変へんです！　早はやく大だい王おう様さまを助たすけに行いかないと！」

「落おち着つけ、ワドルディ。今いまから急いそいでも、どうせ途と中ちゅうで野の宿じゅくになってしまう。くらやみ森もりは、手てごわいぞ。ちゃんと準じゅん備びを整ととのえなければ、とても近ちかづけない」

「でも……大だい王おう様さまが……悪わる者もの一いち味みに……」

「大だい丈じょう夫ぶだ。私わたしのカンでは、苦くるしめられているのは、むしろ悪わる者もの一いち味みのほうだろう」

　メタナイトは、軽かるい冗じょう談だんのつもりで口くちにしたのだが──。

　彼かれのカンは、残ざん酷こくなくらい、よく当あたっていた。




「あ～あ、よく歩あるいたわい！　足あしが棒ぼうのようだ！」

　デデデ大だい王おうは、不ふ機き嫌げんきわまりない声こえで言いうと、そまつなソファの上うえにドテッとたおれこんだ。

　その様よう子すを見みながら、ケロッタたちは暗くらい顔かおでささやき合あった。

（どこが棒ぼうだ！　丸まる太たみたいな足あしをしやがって……）

（しっ、兄にいちゃん。聞きこえるよ）

（兄にいちゃんじゃねえ！　親おや分ぶんって呼よべって言いってるだろ！）

（ちょっと、二人ふたりとも。兄弟きょうだいげんかはやめてよ。それより、カービィのやつをなんとかしないと……）

　デデデ大だい王おうは、三人にんの気き持もちにはおかまいなしに、どら声ごえを張はり上あげている。

「宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツのある森もりが、こんなに遠とおいとは聞きいてなかったぞ！　あとどれくらい歩あるけばいいんだ！」

「何なに言いってんのよ。ぜんぜん歩あるいてないくせに」

　ケロリナが、腹はら立だたしげにつぶやく。

　ケロッタは、妹いもうとのわきばらをつついて、だまらせた。

「しっ、だまってろ、ケロリナ。……カービィさん、おつかれさまです。森もりはもう目めの前まえですよ～」

「早はやく食くわせろ。宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツを！」

「フルーツを収しゅう穫かくするには、満まん月げつの晩ばんを待またないといけないんですよ。今いましばらく、ごしんぼうを～」

「フン、まあいい。とにかく、オレ様さまはクタクタだ。足あしをもめ！　背せ中なかもだ！」

「はいはい、ただいま～」

　ケロッタは、両りょう手てをもみ合あわせて高たかい声こえを出だした。
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　ケロリナが、幻げん滅めつしたように言いった。

（なさけないなあ、ケロッタ兄にいさんったら！　あたしたち、カービィの召めし使つかいじゃないんだから！）

（しんぼうしろ、ケロリナ。カービィにヘソを曲まげられたら、元もとも子こもない）

（だけど、カービィのやつ、いくらなんでもワガママすぎ！）

　ケロリナが怒おこっているのも、無む理りはなかった。

　カービィになりすましたデデデ大だい王おうは、言いいたい放ほう題だい、やりたい放ほう題だい。このかくれ家がまでの道どう中ちゅうも、「食くい物ものを持もってこい」だの「疲つかれたから、おんぶしろ」だの、さんざんワガママを言いって、三人にん組ぐみをこき使つかってきたのである。

　おんぶはさすがに無む理りだったので、台だい車しゃを見みつけてきてその上うえにデデデ大だい王おうをのせ、三人にんで力ちからを合あわせて引ひっ張ぱった。ところが大だい王おうは、感かん謝しゃするどころか、「もっとスピードが出だせんのか！」と怒おこり出だす始し末まつ。

　ようやく、くらやみ森もりの近ちかくのかくれ家がまでたどり着ついたものの、三人にんはもうヘトヘト。目めが回まわりそうなくらい、疲つかれ果はてていた。

　それなのに。デデデ大だい王おうのワガママは止とまらない。

「あ～、腹はらがへったわい。夕ゆうごはんは、まだか？」

　ソファに腹はらばいになったデデデ大だい王おうは、ケロッタとケロージに足あしをもませながら、そう言いった。

　ケロリナが、ついにブチ切ぎれた。

「さっき、おやつを食たべたばっかりでしょーが、この食くいしんぼう！」

「ん？　何なにか言いったか？」

　デデデ大だい王おうは、じろりとケロリナを見みた。

　叫さけぼうとするケロリナを、あわててケロッタが取とり押おさえた。

「な、なんにも言いってないですよ、カービィさん」

「カービィ……？　ああ、そうそう。オレ様さまはカービィだったっけ。つい忘わすれていた」

「は？」

「なんでもないわい。夕ゆうごはんだ、夕ゆうごはん……いや、待まて。その前まえに」

　デデデ大だい王おうは、むっくりと体からだを起おこした。

「まだ、くわしいことを聞きいていなかったな。宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツについて」

「そうそう、それです！」

　ケロッタたちはホッとして、デデデ大だい王おうの前まえに座すわりこんだ。

「そのフルーツの木きが生はえている森もりは、くらやみ森もりと呼よばれています。ごらんください」

　ケロッタは窓まどのカーテンをあけて、西にし側がわに見みえる黒くろ々ぐろとした森もりを指ゆびさした。

「あれが、くらやみ森もりです」

「初はじめて聞きく地ち名めいだな」

「地ち図ずにものってない、伝でん説せつの秘ひ境きょうなんです。一いっ見けん、ふつうの森もりにしか見みえませんが、あの中なかには恐おそろしい猛もう獣じゅうがウヨウヨいると言いわれています。うっかり迷まよいこんだらぜったいに出でてこられないそうです」

「ほほう。おもしろい」

　不ふ敵てきに笑わらったデデデ大だい王おうを見みて、ケロッタは感かん動どうした。

「おお、なんてたのもしいお言こと葉ば！　さすがはカービィさんです……！」

「おまえら、オレ様さまのために、そんな危き険けんな森もりからフルーツを取とってきてくれるとは。いい心こころがけだな。ほめてやるぞ」

「は、ありがとうござ……」

「ちがーうっ！」

　うっかりデデデ大だい王おうにつられて頭あたまを下さげたケロッタに代かわり、ケロリナがどなった。

「寝ねぼけたこと言いってるんじゃないわよ、カービィ！　フルーツを手てに入いれるために、あんたの力ちからが必ひつ要ようなの！　猛もう獣じゅうをけちらして、フルーツを一いっ気きに吸すいこむのよ！」

「吸すいこむ……？」

「そうなんですよ、カービィさん。このフルーツを収しゅう穫かくするためには、何なによりもスピードが大だい事じなんです」

　ケロッタは、あばれるケロリナを取とり押おさえながら説せつ明めいした。

「どういうことだ？」

「このフルーツ──くらやみ森もりのスターダストの実みと呼よばれているのですが、おそろしく腐くさりやすいという性せい質しつがあるんです。熟じゅくしてから腐くさり落おちるまでの時じ間かんは、わずか一ひと晩ばん」

「一ひと晩ばんだと？」

「はい。その一ひと晩ばんのうちに収しゅう穫かくしなければ、食たべられないんです。けれど、くらやみ森もりはとても広ひろいし、まっくらだし、フルーツは小ちいさくて見みつけにくいんです。一ひと粒つぶずつ収しゅう穫かくしていたのでは、とても間まに合あいません。そこで頼たよりになるのが、カービィさんの有ゆう名めいな吸すいこみワザ！」

　ケロッタに続つづいて、弟おとうとのケロージが目めをかがやかせて言いった。

「オレ、ウワサに聞きいたことがあります！　カービィさんの吸すいこみワザは宇う宙ちゅう一いちすごいって！　岩いわでもお城しろでも山やまでも、なんでも一ひと息いきで吸すいこんじゃうって！」

「いや……それはちょっと、大おおげさだな……」

　デデデ大だい王おうが言いいかけるのを、ケロッタがさえぎった。

「カービィさんこそ宇う宙ちゅう一いちの勇ゆう者しゃ、宇う宙ちゅう一いちのヒーロー！　カービィさんの力ちからがあれば、くらやみ森もりのフルーツは全ぜん部ぶオレたちのものです！」

「カービィさん、最さい高こう！　カービィさん、ばんざい！」

　ケロッタとケロージが、一いっ生しょう懸けん命めいにおだてるのを聞きいて、デデデ大だい王おうはだんだん不ふ機き嫌げんになってきた。

「おまえたち。ちょっとカービィをほめすぎだぞ」

「そんなことはありません。カービィさんのようなすばらしい勇ゆう者しゃは、いくらほめても足たりないくらいです！」

「そうです、そうです。カービィさんこそプププランドがほこる英えい雄ゆう！　みんなのあこがれ、スーパーアイドル！」

「うるさぁぁぁい！」

　デデデ大だい王おうは、両りょう手てを振ふり上あげて怒おこりだした。
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「ああ、不ふ愉ゆ快かいだわい！　なんだ、おまえら、カービィカービィって！　カービィなんかより、オレ様さまのほうがずっと、ずっと……！」

「え……？　オレ様さま……って……？」

　とつぜんの大だい王おうの怒いかりに、ケロッタたちは目めをパチパチさせた。

　デデデ大だい王おうは三人にんの顔かおを見みて、自じ分ぶんが今いま「カービィ」になりきっていることをやっと思おもい出だし、あわてて取とりつくろった。

「い、いや、えへん。あまり、オレ様さまをほめるんじゃない。照てれるじゃないか。そんなことより、とっとと食しょく事じのしたくをせんか！」

「は、はい！」

　ケロッタたちは、かくれ家がにそなえつけた小ちいさなキッチンに向むかいながら、こそこそと話はなし合あった。

「カービィさんは、ほめられるのが苦にが手てみたいだな」

「意い外がいと、照てれ屋やさんなんだね～」

「ずうずうしいヤツだと思おもってたけど、かわいいところもあるじゃない。見み直なおしたわ」

「おお。さすが、オレたちのカービィさんだぜ！」

　三人にん組ぐみは勝かっ手てな誤ご解かいをし、カービィ──いや、デデデ大だい王おうのために、せっせと食しょく事じのしたくをするのであった。




　そして、ソファの上うえでふんぞり返かえっている大だい王おうはと言いえば。

　余よ裕ゆうたっぷりのふりをしながら、実じつは、あれこれと考かんがえをめぐらせていた。

（あいつら、吸すいこみワザはカービィだけのものだと思おもってるらしいな。フン！　オレ様さまだって吸すいこみぐらいできるわい。ま、カービィよりは、少すこしパワーが落おちるが……）

　それは、大だい王おうもみとめざるをえない。カービィの吸すいこみワザは、だれにもマネできないくらい強きょう力りょくなのだ。

（オレ様さまがカービィじゃないと知しったら、あいつら、森もりへ案あん内ないするのをためらうかもしれんな。もう少すこし、カービィになりすましておくとするか。オレ様さまの吸すいこみパワーでは、すべてのフルーツを吸すいこむことはできんかもしれんが……なに、そのときはあいつらをこき使つかって、一ひと粒つぶずつ集あつめさせればいいわい）

　もともと楽らく天てん家かな上うえに、部ぶ下かをこき使つかうことになれているデデデ大だい王おうである。あっさり、考かんがえるのをやめた。

（そんなことより、腹はらがへったわい。あいつら、料りょう理りはうまいのかな？　コックカワサキをいっしょに連つれてくれば良よかったな……）
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　メタナイトの飛ひ行こう船せんは、けわしい山やまも大おおきな湖みずうみもひとっ飛とび。

　朝あさ方がたにデデデ城じょうを出しゅっ発ぱつした一いっ行こうは、早はやくも夕ゆう方がたには、くらやみ森もりの近ちかくに到とう着ちゃくしていた。

　飛ひ行こう船せんを下おりたメタナイトは、夕ゆう焼やけに染そまる草そう原げんに立たち、サッと西にしの方ほう角がくを指ゆびさした。

　そこには、黒くろ々ぐろとした不ぶ気き味みな森もりが広ひろがっている。

「ほら、あそこに見みえるのが、くらやみ森もりだ。なんと恐おそろしく、神しん秘ぴ的てきなながめだろう……見みるだけで、心こころがふるえるようだ」

「あの森もりに、宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツがあるんだね！　見みるだけで、おなかがふるえちゃう～！」

　カービィは、ワドルディにつかまえられていなければ、今いまにも森もりに向むかって走はしり出だしそうないきおいだった。

　メタナイトは手てを下おろして、カービィに向むき直なおった。

「……デデデ大だい王おうたちがフルーツを狙ねらっているとすれば、必かならずこの近ちかくにいるはずだ。手て分わけして、捜さがそう」

「デデデ大だい王おうなんて、どうでもいいから！　早はやく、スターダストの実みを！」

「それはだめだよ、カービィ」

　ワドルディが、きびしく、くぎを刺さした。

「ぼくら、デデデ大だい王おう様さまを助たすけるために来きたんだから。フルーツは後あと回まわしだよ」

「ええー、そんな！　ぼくは、デデデ大だい王おうよりおいしいフルーツのほうが……」

「落おち着つけ、カービィ。満まん月げつは明日あしたの夜よるだ。今こん夜やはまだ、実みが熟じゅくしていない」

「いいよ、いいよ～。吸すいこんじゃえば、ぼくのおなかの中なかで、ちょうど食たべごろになるから！」

「無む茶ちゃを言いうな。フルーツは後あと回まわしにして、とにかくデデデ大だい王おうを捜さがすんだ」

「でも、どうやって捜さがせばいいんでしょうか……」

　ワドルディが、とほうに暮くれたように言いった。

「聞ききこみをしたいけど、このあたりには、通つう行こう人にんも住じゅう人にんも見み当あたらないし」

「そうだな。彼かれらがひそんでいそうな小こ屋やや洞どうくつなどを、片かたっぱしから捜さがすしか……」

「待まって！　なんだか、いいにおいがするよ」

　カービィは飛とび上あがり、くんくんと、においをかいだ。

「え？　なんのにおい？　デデデ大だい王おう様さまの？」

「ちがうちがう！　もっと、いいにおいだよ！　これは……カレーライスだ！」

　カービィは、叫さけぶが早はやいか、飛とぶような速はやさで駆かけ出だした。

　ワドルディとメタナイトは、あわてて後あとを追おった。

「待まて、カービィ！」

「ぼくらが捜さがしてるのは、カレーライスじゃなくて大だい王おう様さまだよ～！」
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　カービィの耳みみには、制せい止しの声こえなんて入はいっていなかった。

「わーい、カレーライス、カレーライス～！　ぼく、カレーライス大だい好すき～！　らっきょうと、福ふく神じん漬づけも～！」

「カービィったら！」

　ワドルディは、ためしに自じ分ぶんもにおいをかいでみたが、カービィが言いうカレーライスのにおいなんて、ぜんぜん感かんじられなかった。

「ほんとに、カレーライスのにおいなんて、するの？　カービィ、おなかがすいて、カレーライスだと勘かんちがいしているだけなんじゃ……」

「いや。私わたしはカービィを信しんじる」

　ワドルディと並ならんでカービィを追おいかけていたメタナイトが、言いった。

「おいしい料りょう理りを見みつけ出だすカービィの能のう力りょくは、ずばぬけている。私わたしたちには感かんじ取とれないくらい、遠とおくのにおいをかぎつけたのだろう」

「でも、ぼくらが捜さがしてるのは、カレーライス屋やさんじゃなくてデデデ大だい王おう様さまですよ～！」

「私わたしのカンでは、カレーライスのあるところにきっとデデデ大だい王おうがいる」

「ほんとですか？」

「こんな人ひと里ざとはなれた秘ひ境きょうに、カレーライス屋やがあるとは思おもえないからな。とにかく、手てがかりにはちがいない」

　猛もうスピードで駆かけていくカービィを見み失うしなわないように、メタナイトとワドルディもスピードを上あげた。




　さて、その頃ころ、ケロッタ一いち味みのかくれ家がでは。

　計けい画かく二ふつ日か目めにして、早はやくも三人にん組ぐみはクタクタだった。

　大だい王おうだけが元げん気きいっぱい。今日きょうもまた、ドラ声ごえをひびかせている。

「おお～、カレーライスか。でかしたぞ。オレ様さまの大だい好こう物ぶつだわい！」

　デデデ大だい王おうは、目めの前まえに置おかれた皿さらを見みて、大おおきな舌したでぺろっと舌したなめずりをした。

「たくさん召めし上あがってくださいね、カービィさん。おかわりも、用よう意いしてますよ～！」

　ケロッタは、カービィ──本ほん当とうはデデデ大だい王おう──のきげんを取とるのに、一いっ生しょう懸けん命めい。それもそのはず、大だい事じな満まん月げつの夜よるは、もう明日あしたにせまっているのだ。ここでヘソを曲まげられたら、元もとも子こもない。

　デデデ大だい王おうはスプーンでカレーをすくい、ぱくりと飲のみこんだ。

　とたんに、大だい王おうは顔かおをしかめて飛とび上あがった。

「からい！　からすぎだわい！」

「そ、そうですか？」

「こんなにからいと、おかわりできないじゃないか！　ばかもーん、作つくり直なおし！」

「ぜいたく言いわないでよ。これが、わが家やの味あじなの！」

　ケロリナがどなった。

　デデデ大だい王おうはスプーンでカレーをつつきながら、文もん句くをやめない。

「しかも、このカレーときたら、福ふく神じん漬づけがついてないじゃないか……ちぇっ……福ふく神じん漬づけのないカレーなんて、イチゴののってないショートケーキと同おなじだわい……」

「わが家やではみんな、福ふく神じん漬づけがキライなの！　文もん句くあるなら、食たべなくていいのよ！」

「だれも、食くわんとは言いっておらん」

　デデデ大だい王おうが皿さらをかかえて、もう一ひと口くち、カレーライスを食たべようとした時ときだった。

　かくれ家がのドアが、バーンと大おおきな音おとを立たてて開ひらかれた。

　いきおいよく飛とびこんできたのは、ピンク色いろの弾だん丸がん──いや、本ほん物もののカービィ！

「カレーライス屋やさん、みっけー！」

　カービィはそう叫さけぶと、ピョンと椅い子すに飛とび乗のった。

　頭あたまの中なかはカレーでいっぱい。テーブルの向むこうにすわっているデデデ大だい王おうには、まったく気きづかないまま。

「カレーライスくださーい！　甘あま口くちのやつ！　あと、福ふく神じん漬づけ、大おお盛もりでね！」

「な……何なによ、あんた……」

　ケロリナが、目めを白しろ黒くろさせながら言いった。

「ここは、カレーライス屋やじゃないわよ！」

「そ、そうだそうだ」

「出でて行いけよ」

　ケロッタとケロージも、声こえを合あわせて、カービィを追おい出だそうとした。

　カービィは、きょとんとしてたずねた。

「え？　カレーライス屋やさんじゃないの？　こんなに、おいしそうなにおいがしてるのに。じゃ、ここは何なに屋やさん？」

「お店みせじゃねえよ。聞きいておどろけ、ここはなあ、ケロッタ様さま一いち味みのかくれ家が……」

「兄にいさん！　何なにをベラベラしゃべってるの！」

　ケロリナがあわててケロッタの口くちをふさぎ、カービィをにらんだ。

「とにかく、ここはカレーライス屋やじゃないの。出でてってよ！」

「えー……でも、こんなにおいしそうなカレーライスがあるのに……」

　カービィは、よだれをたらしそうな顔かおで、テーブルの上うえにおかれたカレー皿ざらを見みつめた。

　なにげなく、つーっと目めを上あげると、そこには。

「……え!?　デデデ大だい王おう!?」

「……きさま……」

　大だい王おうは、カービィが飛とびこんできた瞬しゅん間かんから気きづいていた。ただ、どう反はん応のうしてよいのかわからず、スプーンを握にぎったまま、固かたまっていたのである。

　カービィは目めを見み開ひらいてデデデ大だい王おうを見みつめていたが、急きゅうに険けん悪あくな顔かおになり、テーブルをドンドンたたいて抗こう議ぎをした。

「なんで、デデデ大だい王おうはカレーを食たべてるのに、ぼくには食たべさせてくれないの!?　ぼくだってカレー食たべたいよー！」

「だから、うちはカレー屋やじゃないってば……」

「いや、ちょっと待まて」

　ケロッタが、間あいだに入はいった。

「デデデ大だい王おう？　だれのことだ？」

「だれって！　目めの前まえにいるじゃない！」

　カービィは、デデデ大だい王おうをさした。

　ケロージが、むっとした顔かおで言いい返かえした。

「失しつ礼れいなことを言いうなよ、このかたはカービィさんだ！　デデデ大だい王おうなんて、そんな変へんな名な前まえじゃないぞ！」

「変へんとはなんだ、変へんとは！」

　デデデ大だい王おうは思おもわず叫さけんでしまい、ハッとして口くちを押おさえた。

　ケロッタたちは、首くびをかしげて大だい王おうを見みた。

「どうしたんですか、カービィさん？」

「い、いや。なんでも……」

「ちょっと待まって！　今いま、なんて言いった!?」

　カービィはますます怒おこって、椅い子すの上うえで飛とびはねた。

「デデデ大だい王おうのことを、カービィって呼よんだね!?　なんで、まちがえるの!?　ぼくとデデデ大だい王おうって、そんなに似にてる!?　肉にくまんとあんまんぐらい!?　親おや子こ丼どんとカツ丼どんぐらい!?　焼やきそばと焼やきうどんぐらい!?」

「な……な、何なに……？」

「それともまさか、かんぴょう巻まきとたくあん巻まきぐらい──!?」

　カービィはあふれそうな涙なみだをグイッとぬぐい、叫さけんだ。

「いいんだ！　たとえ、世せ界かいじゅうのみんなが、かんぴょう巻まきとたくあん巻まきの区く別べつがつかなくなっても！　ぼくはカービィだ！　デデデ大だい王おうじゃない！」

「な……んですって？　あんた、今いま、なんて言いった？」

　三人にんのうちで、いちばん冷れい静せいなケロリナが、カービィにつめ寄よった。

　カービィは、涙なみだをためた目めでケロリナを振ふり返かえった。

「たとえ、みんながかんぴょう巻まきとたくあん巻まきの……」

「そこじゃなくて。ぼくはカービィ、ですって？　どういうこと？　カービィさんは、このひとでしょ？」

　ケロリナはデデデ大だい王おうを指ゆびさした。カービィは、ピョンピョン飛とび回まわりながら叫さけんだ。

「ちがうってば！　そっちはデデデ大だい王おう！　カービィはぼく！　まちがえないでよ！」

「な、何なにを言いうか。カービィはオレ様さまだ」

　デデデ大だい王おうは胸むねを張はり、しらを切きった。

「なんだって!?」

「そいつはニセモノだ。このカービィ様さまの名なをかたるとは、不ふ届とどきなやつ。追おい出だせ！」

「ウソつき！　本ほん物もののカービィはぼくだよ！」
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　にらみ合あう二人ふたりを前まえに、ケロッタたちは目めをパチパチさせるばかり。

「カービィさんが二人ふたり……どっちが本ほん物ものなんだろう？」

　困こまってつぶやいたケロージを、ケロッタがしかりつけた。

「ばかやろう、よく見みろ。もちろん、オレたちが見みつけたカービィさんが本ほん物ものに決きまってる。ウワサどおり、まんまるで食くい意い地じが張はってるからな」

「でも、兄にいさん。こっちのピンクの子こも、まんまるよ」

　ケロリナが、カービィを指ゆびさした。

「それに、さっきから食たべ物ものの話はなしばかりしてる。おそろしく食くい意い地じが張はってることは、まちがいないわ」

「う……それもそうだ……」

　ケロッタがうめいた時ときだった。

　ドアが開ひらき、メタナイトとワドルディが飛とびこんできた。

「カービィ、ここは、いったい……やや！　デデデ大だい王おう！」

「大だい王おう様さま！　良よかったぁ、ご無ぶ事じだったんですね！」

　メタナイトとワドルディの言こと葉ばを聞きいて、ケロリナはキラッと目めを光ひからせた。

「デデデ大だい王おう……ですって？　すると、やっぱりこいつは……」

「な、何なにを言いうか！」

　デデデ大だい王おうは、飛とび上あがりながら叫さけんだ。

「その連れん中ちゅうは、悪あくの一いち味みだわい。オレ様さまをおとしいれるために、口くち裏うらを合あわせているのだ。本ほん物もののカービィは、このオレ様さまだ！」

「な、なんですって、大だい王おう様さま……」

「ええい、オレ様さまはカービィだ！　大だい王おうなんて呼よぶな！」

　怒いかりくるう大だい王おうを前まえに、ケロッタたちは顔かおを見み合あわせてしまった。

「むむむ……どっちもまんまるで、食くいしんぼう……どうやって見み分わければいいんだ？」

「あたしにまかせて。いい考かんがえがあるわ、兄にいさん」

　ケロリナが、メモ帳ちょうを取とり出だして言いった。

「カービィについては、たっぷり調しらべておいたの。あたしの『カービィまめ知ち識しき』によれば……」

　ケロリナはメモ帳ちょうをめくり、重おも々おもしく告つげた。

「カービィの能のう力りょくは、吸すいこみだけじゃない。コピー能のう力りょくというものがあるの」

「コピー？　なんだ、そりゃ？」

「吸すいこんだ相あい手ての力ちからを、自じ分ぶんのものにしてしまえるのよ。それができたほうが、本ほん物もののカービィってことね」

　デデデ大だい王おうは、こっそり舌した打うちをした。コピー能のう力りょくは、カービィだけがもつ力ちから。大だい王おうには、マネできない。

　逆ぎゃくに、カービィは元げん気きづいて、くるんと宙ちゅう返がえりをした。

「コピーすればいいんだね！　ぼくの得とく意いわざだよ！　見みてて！」

　カービィは、ワドルディのほうへ向むき直なおった。

　ワドルディは、ギョッとして後あとじさった。

「カ、カービィ!?　まさか、ぼくを!?　や、やめて……」

「ごめんね、ワドルディ。ちょっとだけガマンしてよ！　せーの！」

　カービィは一いち度ど大おおきく息いきをはき出だした後あと、思おもいきり吸すいこんだ。

「わぁぁぁぁ！」
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　ワドルディは、一いっ直ちょく線せんに宙ちゅうを飛とび、カービィに吸すいこまれてしまった。

「さあ、吸すいこんだよ！　これで、ワドルディの力ちからがぼくのものに……」

　と言いいかけて、カービィはハッとした。

　……しまった。ワドルディには、これといった特とく殊しゅ能のう力りょくがないのだった。吸すいこんでも、力ちからをコピーすることはできない。

　デデデ大だい王おうは、目めを細ほそめてカービィににじり寄よった。

「ほほう？　どうした？　どこがコピー能のう力りょくなんだ？　見みたところ、何なにも変かわっていないようだが？」

　カービィは、あわてて言いった。

「そ、そんなことないよ！　ワドルディの力ちからをコピーしたよ！」

「ほほほほん？　では、見みせてもらおうか。コピーした力ちからとやらを」

「う……うう……うん！」

　カービィはかくごを決きめた。呼こ吸きゅうをととのえ、ワドルディの声こえマネで──。

「ぼく、ワドルディ！　デデデ大だい王おう様さまの家け来らいなんだ！　大だい王おう様さまぁ、おいしいクッキーが焼やけましたよ～！」

　デデデ大だい王おうは一いっ瞬しゅんあっけにとられたが……おどろきから覚さめると、おなかをかかえて笑わらい出だした。

「ぶわーっはっはっは！　バカめ！　それはコピーじゃなくて、ただの物ものマネだわい。しかも、ぜんぜん似にてない！」

「ぼ、ぼくは……ワドルディ……」

「つまらん悪わるあがきはやめろ、カービィ。きさまの負まけ……」

　言いいかけて、デデデ大だい王おうはハッと口くちを押おさえた。だが、もうおそい。

　ケロリナが、デデデ大だい王おうを指ゆびさして叫さけんだ。

「カービィって言いったわね！　つまり、あんたのほうがニセモノってこと！」

「く……っ！」

　自じ分ぶんでボロを出だしてしまっては、もう、ごまかしきれない。

　デデデ大だい王おうは、くるっと向むきを変かえてドアに体たい当あたりし、外そとに飛とび出だしていった。

「待まて～！」

　カービィは追おいかけようとしたが、大だい王おうの逃にげ足あしは速はやい。しかも、このあたりは木こ立だちや大おお岩いわがたくさんあって、見み通とおしが悪わるい。すぐに、大だい王おうの姿すがたを見み失うしなってしまった。

　カービィは、あきらめて小こ屋やに引ひき返かえした。

「だめだ……逃にげられちゃったよ」

「ニセモノなんて、どうでもいいです。本ほん物もののカービィさんがいるんだから！」

　ケロッタが、愛あい想そよくカービィにすり寄よった。

「実じつは、オレたち、カービィさんにお願ねがいしたいことがありまして……」

「うんうん、わかってる！　宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツでしょ！」

「おお、それなら話はなしが早はやい。満まん月げつの晩ばんは、明日あしたにせまっています。期き待たいしてますからね～！」

「まかせて！」

　カービィは、ケロッタたち三人にんと声こえを合あわせて「おー！」と叫さけんだ。

「そうと決きまったら、今こん夜やはたくさん食たべて、よく寝ねて、力ちからをたくわえておかないと！　カレーライス持もってきて～！　大おお盛もりでね！」

「はいはい、ただいま」

　カービィは椅い子すにすわり、ただよってくるカレーライスのにおいにウットリしながら、ふと、つぶやいた。

「あれ……？　何なにか、だいじなことを忘わすれてるような気きがするんだけど……気きのせいかな？」

「……カービィ」

　メタナイトが、あきれたように言いった。

「早はやくワドルディを元もとに戻もどしてやれ」

「あ、そうだった！　忘わすれてた！」

　カービィが大おおきく口くちをあけると、ワドルディが転ころがり出でてきた。

　ワドルディはボールのようにポンポンはずみ、柱はしらにぶつかって止とまった。

「め……目めが回まわるぅ……。ひどいや、カービィ！　ぼくを吸すいこむなんて！」

「ごめんね。でも、おかげで助たすかったよ。ぼくが本ほん物もののカービィだって、信しんじてもらえたから！」

「それは良よかったね……」

　ワドルディはあたりを見み回まわして、言いった。

「あれ？　デデデ大だい王おう様さまは？」

「逃にげちゃったんだ。ニセモノだってバレたから」

「そう……」

　ワドルディは、しょんぼりした。

「大だい王おう様さま、怒おこってるだろうなあ……ぼく、帰かえるよ、カービィ。大だい王おう様さまより早はやくお城しろに帰かえって、ごはんとお風ふ呂ろのしたくをしないといけないから」

「その必ひつ要ようはないぞ、ワドルディ」

　メタナイトが言いった。

「デデデ大だい王おうのことだ。このまま、おとなしく城しろに帰かえるとは思おもえない」

　メタナイトは、窓まどの外そとに見みえる森もりを示しめした。

「大だい王おうは、きっとあの森もりにひそんで、明日あしたの晩ばんを待まつ気きだ」

「え……？」

「あの大だい王おうが、あっさり幻まぼろしのフルーツをあきらめて帰かえるわけがない。だれよりもしぶとく、がめつい彼かれのことだ。カービィより先さきに、スターダストの実みを食たべ尽つくそうとするに決きまっている」

「なるほど……」

　ワドルディは、うなずいた。

「さすがはメタナイト様さまです！　デデデ大だい王おう様さまのことを、だれよりもよくわかってらっしゃるんですね！」

「……あまり、うれしくないな」

「メタナイト様さまのおっしゃるとおりだと思おもいます。大だい王おう様さまは、きっとあの森もりの中なかで明日あしたの晩ばんまで待まつつもり……」

　言いいかけて、ワドルディはまた、しょんぼりした。

「大だい王おう様さま、寒さむくないかなあ……おなかもすくだろうし……毛もう布ふとか食たべ物ものを持もって行いってあげたいけど……」

「やめておけ。広ひろい森もりだ、まず見みつけることはできまい。それに、あの森もりには危き険けんな獣けものがウヨウヨいるそうだ。うかつに入はいりこんで、迷まよったらあぶないぞ」

「だったら、なおさら、デデデ大だい王おう様さまが心しん配ぱいです。助たすけに行いったほうが……」

　メタナイトは、しょげているワドルディの背せを軽かるくたたいた。

「心しん配ぱいはいらないと言いうのに。デデデ大だい王おうが、獣けものなどにやられるものか。むしろ、心しん配ぱいしなければならないのは、獣けものたちの安あん全ぜんのほうではないかな」

　……またしても、メタナイトのカンは良よく当あたるのであった。




　くらやみ森もり──。

　その名なのとおり、びっしりと茂しげった葉はが頭ず上じょうをおおい、昼ひるでも暗くらい神しん秘ぴの森もりである。夜よるともなれば、目めの前まえに自じ分ぶんの手てをもってきても見みえないほどの、まっくらやみ。

「あーもう、イライラするわいっ！」

　デデデ大だい王おうは、さっきからボヤきっぱなしだった。

　カービィの追つい跡せきを逃のがれるため、思おもいきってくらやみ森もりに踏ふみこんでしまった。それが失しっ敗ぱいだったと気きづいた時ときには、もう、あとの祭まつり。行いく道みちも戻もどる道みちも、まったくわからなくなってしまった。

　今こ宵よいは満まん月げつの一日にち前まえ。空そらには明あかるい月つきがかがやいているはずなのに、この森もりにはその光ひかりも届とどかない。まっくらやみの中なか、木きの根ねに足あしを取とられて、転ころびまくりである。

「なんで、こんなに地じ面めんがデコボコなのだ！　オレ様さまが歩あるく道みちは、木きの根ねも石いしころも取とりのぞいておけと言いってあるのに！　まったく、ワドルディのやつめ……」

　なぜか、ワドルディの責せき任にんにされている。

　くらやみの中なか、ぶつぶつ言いいながら歩あるいていた大だい王おうの耳みみに──。

　不ぶ気き味みなうなり声ごえが届とどいた。

「ん？　だれか、いるのか？」

　デデデ大だい王おうは、くらやみの中なかでキョロキョロした。

　木きの間あいだからのっそりと現あらわれたのは、頭あたまに赤あかいバンドを巻まいた巨きょ大だいな獣けもの、グリゾーだった。デデデ大だい王おうは、知しらない間あいだに、グリゾーのなわばりに踏ふみこんでいたのだ。
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「グルルル──！」

　グリゾーは吠ほえ声ごえを上あげて、侵しん入にゅう者しゃを追おい払はらおうとした。

　しかし、吠ほえられたぐらいでおじけづくデデデ大だい王おうではない。

「なんだ、今いまの声こえは？」

　平へい然ぜんとして、声こえのしたほうを振ふり返かえった。

　偶ぐう然ぜん、振ふり回まわした彼かれの手てがグリゾーの顔かおに当あたった。

　大だい王おうにしてみれば、たまたま手てをぶつけただけなのだが、グリゾーのほうはそうはいかない。大だい王おうの大おおきなこぶしで鼻はな面づらをぶちのめされ、あわれな悲ひ鳴めいを上あげた。

「グルルッ!?」

「ん？」

「キューン……」

　グリゾーは痛いたそうな鳴なき声ごえを上あげて、逃にげ出だしてしまった。

「なんだったんだ、今いまのは？」

　大だい王おうは首くびをかしげ、また歩あるき出だした。

　やがて──前ぜん方ぽうに、かすかに光ひかりが見みえてきた。

「お？　家いえがあるようだぞ」

　大だい王おうは足あしを速はやめた。

　光ひかりがもれているのは、小ちいさな窓まどだった。森もりの中なかに、そまつな小こ屋やが建たっている。

「助たすかったわい！」

　大だい王おうはホッとして、小こ屋やのドアをたたいた。

「おーい、開あけろ！　暗くらくて道みちがわからん！　今こん夜や一ひと晩ばん、泊とめてくれ！」

「……どなたかな？」

　小こ屋やの中なかから、用よう心じん深ぶかく問といかける声こえが聞きこえた。

　大だい王おうは、いきおいこんで、ドアをいっそう強つよくたたいた。

「開あけろ。オレ様さまはこのプププランドの偉い大だいな支し配はい者しゃ、デデデ大だい王おうだ！」

　ドアが細ほそく開あけられた。そこに顔かおをのぞかせたのは、真まっ白しろいヒゲをフサフサとはやした、小こ柄がらな老ろう人じんだった。

　老ろう人じんはデデデ大だい王おうを見みると、おどろいたように目めを見み開ひらいた。

「この森もりに……しかも、こんな時じ間かんに旅たび人びとがおとずれるとは。めずらしいこともあるものじゃ。おまえさんは、いったい……」

「デデデ大だい王おうだと言いっておるだろうが。腹はらがへったわい。何なにか食くわせてくれ！」

　デデデ大だい王おうは、老ろう人じんを押おしのけるようにして小こ屋やの中なかに踏ふみ入いった。老ろう人じんは、デデデ大だい王おうを見み上あげて、首くびをかしげている。

「たった一人ひとりで、よくぞ無ぶ事じにこの小こ屋やまでたどりついたものじゃ……おまえさん、運うんが良よいなあ」

「おまえさんじゃない。大だい王おう様さまと呼よべ」

「この森もりには、おそろしい獣けものがうろついておるのだぞ。よくもまあ、無ぶ事じだったものだ……」

「獣けもの？　あ、さっきキュンキュン言いってたやつか」

「キュンキュン？」

「振ふり向むいた拍ひょう子しに、手てが当あたってしまってな。鳴なきながら逃にげていってしまったのだ。悪わるいことをしたわい」

「な……な……なんと……！」

　老ろう人じんは、おそれおののいた。

「それはきっと、この近ちかくをなわばりにしているグリゾーですぞ。あの巨きょ大だいな獣けものをやっつけたというのか!?　たった一人ひとりで!?」

「やっつけたというか……当あたっただけだが……」

「な、なんという勇ゆう者しゃだ！　こんな強つよい勇ゆう者しゃが、この世よにいるとは！」

　勇ゆう者しゃと言いわれれば、もちろん悪わるい気きはしない。デデデ大だい王おうは、たちまちニコニコ顔がおになった。

「うむ、まあな」

「私わたしは、この森もりの番ばん人にんで……」

「自じ己こ紹しょう介かいはいいわい。とにかく何なにか食くわせろ。オレ様さまは腹はらペコなんだ」

「ははっ、勇ゆう者しゃ様さま！」

　森もり番ばんは頭あたまを床ゆかにすりつけそうなほど深ふかく下さげて、小こ屋やの奥おくへすっ飛とんでいった。

　すぐに出でてきたのは、深ふかい皿さらによそわれた、あたたかいシチュー。

「こんなものしか、ありませんが……」

「おお、うまそうじゃないか！」

　デデデ大だい王おうは、あっというまにシチューをたいらげた。森もり番ばんは、目めを丸まるくしてデデデ大だい王おうを見みつめている。

「うむ、うまいぞ。からすぎるカレーライスより、百倍ばいうまいわい！　おかわり！」

「は、はあ……」

　森もり番ばんはシチューのおかわりを大だい王おうに差さし出だし、小ちいさな声こえで切きり出だした。

「大だい王おう様さまを勇ゆう者しゃと見みこんで、お願ねがいがあるのですが……」

「ん？　なんだ？」

「さっきも話はなしたとおり、私わたしはこの森もりの番ばん人にん。この森もりになるフルーツを、悪わる者ものたちから守まもっておるのです」

「……」

　大だい王おうはシチューを食たべる手てを止とめて、森もり番ばんの話はなしに耳みみをかたむけた。

「そのフルーツは、スターダストの実みと呼よばれておりましてな。宇う宙ちゅう一いちおいしいと言いわれる、貴き重ちょうな果か実じつなのですよ」

「ほ、ほう？」

「なげかわしいことに、その実みをねらう悪あく人にんが、あとをたたないのです！」

　森もり番ばんは大おおきなため息いきをついた。

　デデデ大だい王おうは、自じ分ぶんもその実みにつられてやってきたのだとは言いえず、「お、おう……？」と、ごまかした。

「スターダストの実みは、この森もりの大だい事じな宝たから。悪あく党とうどもに取とられるわけにはいきません。そこで、大だい王おう様さまにお願ねがいしたいのです。明日あしたは、スターダストの実みが収しゅう穫かくできる満まん月げつの晩ばん。きっと、欲よくにかられた悪あく党とうどもがこの森もりにやってくるでしょう」

「お、おう」

「私わたし一人ひとりでは、森もりを守まもりきれません。どうか勇ゆう者しゃ様さまの力ちからをお貸かしください！　悪あく党とうどもを、けちらしてください！」

　デデデ大だい王おうは考かんがえこんだ。

　明日あしたの晩ばんには、カービィとケロッタたちがやってきて、スターダストの実みを吸すいこんでしまうだろう。なんとか彼かれらを出だし抜ぬきたいが、吸すいこみワザにかけては、カービィのほうが上うえだ。

　森もりの番ばん人にんなら、地ち形けいにくわしいはず。彼かれを利り用ようすれば、カービィたちより早はやく、スターダストの実みを吸すいつくしてしまえるかも……。

「よし、わかった。協きょう力りょくしてやろう」

「本ほん当とうですか、勇ゆう者しゃ様さま！」

「うむ。オレ様さまがいれば百ひゃく人にん力りきだ。安あん心しんしていいぞ」

「ありがたい、ありがたい」

　森もり番ばんは大だい王おうをおがみながら言いった。

「そうそう、一つだけ、気きをつけていただきたいことが」

「なんだ？」

「悪あく党とうどもを追おいかけるのに夢む中ちゅうになって、森もりの奥おくに入はいったりせぬように。森もりのヌシ様さまをめざめさせてしまったら、大たい変へんなことになりますからのう」

「ヌシ様さま？　なんだ、それは？」

「ヌシ様さまは、くらやみ森もりの奥おく深ふかくにねむっていると伝つたえられる、恐おそろしい魔ま物ものです」

　森もり番ばんは声こえをひそめた。

「言いい伝つたえによれば、何なん千ぜん年ねんも昔むかしからこの森もりの奥おくでねむり続つづけているそうです。貴き重ちょうな貴き重ちょうな、スターダストの結けっ晶しょうを守まもりながら」

「結けっ晶しょうだと？」

「はい。古ふるくよりこの地ちに伝つたわる、ふしぎな宝たから物ものです。スターダストの実みが熟じゅくすには、結けっ晶しょうの力ちからが必ひつ要ようなのです。結けっ晶しょうの近ちかくでないと、実みがならないんです」

「なるほど……スターダストの実みが、この森もりにしかならないのは、そういうわけか」

「……え？　勇ゆう者しゃ様さまは、スターダストの実みについて、くわしいんですね……？」

　たちまち、森もり番ばんの目めに疑うたがわしそうな光ひかりが宿やどった。
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　デデデ大だい王おうは、あわてて首くびを振ふった。

「まさか。スターダストの実みなんて、初はつ耳みみだわい！」

「……ですよね。とにかく、ぜったいにヌシ様さまを起おこさないように気きをつけてください」

「なーに、オレ様さまは、魔ま物ものなんて少すこしもこわくないわい」

「あなどってはなりませんぞ。ヌシ様さまの力ちからは、それはそれは恐おそろしいのです。ヌシ様さまがはく炎ほのおは、この森もりどころか、プププランドすべてを焼やき尽つくすと言いわれるほど」

　森もり番ばんは、ぶるぶるっとふるえ上あがった。

「言いい伝つたえによれば、ヌシ様さまがめざめるとき、鐘かねの音ねが高たからかに鳴なりひびくそうです」

「鐘かねの音ね……？」

「そうです。万まんが一いち、鐘かねの音ねが聞きこえたら、すぐに避ひ難なんしなきゃいけませんよ。そんなこと、まさか、まさかないとは思おもいますが、念ねんのため！」

「ふん、笑わらわせるわい。ヌシ様さまなんて、このオレ様さまにかかれば……」

「あなた様さまがいくら強つよい勇ゆう者しゃでも、ヌシ様さまにはかないませんよ」

　森もり番ばんは、肩かたをすくめてみせた。

　だれよりも負まけず嫌ぎらいで自じ信しん家かのデデデ大だい王おうは、森もり番ばんの言こと葉ばにカチンときた。

（ふん、何なにがヌシ様さまだ。そんなヤツ、オレ様さまが一いち撃げきでたたきのめしてやるわい。それにしても、そいつが守まもってるっていう結けっ晶しょうが気きになるな……）

　スターダストの結けっ晶しょう。それさえあれば、どこでも好すきな場ば所しょで、スターダストの実みを手てに入いれることができる。

（そいつをデデデ城じょうに持もって帰かえれば、城しろのまわりでスターダストの実みを収しゅう穫かくできるじゃないか。宇う宙ちゅう一いちおいしいフルーツが、全ぜん部ぶオレ様さまのものになる……）

　デデデ城じょうのまわりにたわわに実みのるフルーツを想そう像ぞうして、デデデ大だい王おうは「グフフ……」と不ぶ気き味みな笑わらいをもらした。
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　翌よく日じつ。

　カービィたちは、朝あさから張はり切きって、冒ぼう険けんのしたくに取とりかかっていた。

「お弁べん当とう、お弁べん当とう～！　たくさん作つくらないとね！　あ、おにぎりの具ぐはぼくにまかせてね！　たらこと、しゃけと、ツナマヨと、あと、えーと……」

「カービィ、おにぎりなんて作つくれるのか」

　メタナイトがたずねると、カービィは元げん気きよく「作つくれない！」と答こたえた。

「ぼく、お料りょう理りは苦にが手てなんだ。ぼくが具ぐを決きめて、ワドルディが作つくってくれるんだよ。ね、ワドルディ」

「あ、う、うん！」

　ワドルディは、デデデ大だい王おうを心しん配ぱいしてウロウロしていたのだが、名な前まえを呼よばれたのでカービィのそばに駆かけつけた。

　せっせとおにぎりをにぎり始はじめたワドルディの横よこで、カービィはあれこれうるさい。

「具ぐはたっぷり入いれてね。あ～、そんな小ちいさくにぎっちゃダメ！　もっと大おおきなおにぎりを作つくってよ～！」

「……あのねえ、あんた！」

　ブチ切ぎれたのは、ケロリナだった。

「おにぎりおにぎりって、うるさいわ。ピクニックじゃないんだからね！」

「よ、よせ、ケロリナ」

　ケロッタが、あわててケロリナの口くちをふさぐ。

「カービィさんに失しつ礼れいなことを言いうな。もっとペコペコしろ」

「ペコペコって……情なさけないなあ！」

「今こん夜やの作さく戦せんの成せい功こうは、カービィさんにかかってるんだぞ」

「だけど、兄にいさん！　あいつ、食くい意い地じが張はりすぎよ！」

「たのもしいじゃねえか。それでこそカービィさんだ」

　カービィは、ワドルディのまわりを飛とび回まわりながら、注ちゅう文もんを出だし続つづけている。

「たまご焼やきも作つくってね。あと、とりのからあげと、ウィンナーも！」

「はーい」

「いそがしいね～。水すい筒とうにジュースをつめないといけないし。あ、そうだ、お弁べん当とうを食たべる時ときのレジャーシートも用よう意いしなくちゃ」

「だから～！　ピクニックじゃないってば～！」

　お弁べん当とうの準じゅん備びに追おわれるうちに、いつしか太たい陽ようはかたむき、大おおきな満まん月げつが上のぼってきた。

　いよいよ、収しゅう穫かくの夜よるがおとずれた。




　ケロッタを先せん頭とうに、一いっ行こうはくらやみ森もりに踏ふみこんだ。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうであたりを照てらしながら、慎しん重ちょうに進すすんでゆく。張はり出だした木きの根ねやぬかるみに足あしをとられて、なかなか歩あゆみが進すすまない。

「ねえ、その網あみは何なに？」

　カービィがたずねた。ケロッタたち三人にんは、そろって大おおきな網あみを手てにしている。

「収しゅう穫かく用ようです。カービィさんがフルーツを吸すいこんだ瞬しゅん間かん、飛とんできたフルーツをこの網あみですくい取とるんです」

「えーっ！　なんで、そんなことするの!?」

「そうしないと、全ぜん部ぶカービィさんの口くちに入はいっちゃうじゃありませんか」

「うん。それがどうしたの？」

　スターダストの実みをすべて吸すいこむ気きでいたカービィは、きょとんとして三人にん組ぐみの顔かおを見みた。

　ケロッタは、あきれて網あみを振ふり回まわした。

「それじゃ、オレたちの取とり分ぶんがなくなっちゃうでしょ。いったん網あみで集あつめてから、みんなで山やま分わけにするんですよ」

「山やま分わけ……？　ふーん……」

　カービィは、残ざん念ねんそうに小こ石いしをけとばした。

「ぼくたち、みんなで六人にんもいる。六人にんで山やま分わけにしたら、食たべられる数かずがずいぶんへっちゃうなあ……」

「そういう考かんがえは感かん心しんしないぞ、カービィ」

　メタナイトがたしなめた。ワドルディも言いいそえた。

「そうだよ、カービィ。おいしいものは、一人ひとり占じめするより、みんなで食たべたほうがおいしいよ」

　前まえを歩あるいている三人にん組ぐみは、ワドルディの言こと葉ばを聞きいて、そっと目め配くばせをかわした。

　ケロージが、小こ声ごえで言いった。

（ねえ、兄にいちゃん。ほんとに、カービィさんたちをだまして、オレたちだけでフルーツをうばっちゃうの？）

（当あたり前まえじゃねえか。最さい初しょからそういう計けい画かくだっただろ）

（うう……なんだか、後うしろめたいなあ。ワドルディさんが言いうとおり、みんなで食たべたほうがおいしいんじゃ……）

（今いまさら、おじけづいてるんじゃないわよ、ケロージ）

　三人にんのうちでいちばん度ど胸きょうのすわっているケロリナが言いった。

（カービィを利り用ようして、できるだけたくさんの実みを収しゅう穫かくしてから、ダッシュで逃にげるわよ）

（……心こころが痛いたむ計けい画かくだなあ……）

「三人にんとも、どうかしたの？　何なにをゴニョゴニョ話はなしてるの？」

　カービィがふしぎそうにたずねた。

　ケロッタが、愛あい想そよく答こたえた。

「いえ、何なにも。デデデ大だい王おうに先さきをこされないよう、急いそいで収しゅう穫かくしなくちゃねって話はなしてただけですよ」

「そうだよね！　急いそごう！」

　一いっ行こうが森もりの奥おくへと進すすんでゆくと──。

　高たかい木きの枝えだの先さきに、いくつかの青あおい小ちいさな光ひかりがぽつぽつと灯ともっているのが見みえてきた。

「あ、見みてください、カービィさん！　あの青あおい光ひかりが、スターダストの実みですよ！」

　ケロッタの声こえがはずむ。

「うわあ、きれいだねー！」
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「お願ねがいします、カービィさん」

「うん、まかせて！」

　カービィはいったん大おおきく息いきを吐はき出だすと、「吸すいこみ」の体たい勢せいに入はいった。

「せーの！」

　かけ声ごえとともに、カービィは体からだをぐんと反そらせ、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

　そのパワーはすさまじかった。強つよい風かぜが吹ふき荒あれ、木この葉はも果か実じつも、次つぎ々つぎに枝えだから引ひきちぎられて宙ちゅうを舞まう。

「き、きたわ！」

「わあああああっ！」

「すくい取とれ、一ひと粒つぶ残のこらず！」

　ケロッタたちは大おお急いそぎで網あみをかまえ、飛とんでくるフルーツに立たち向むかった。

　吸すいこまれかけた果か実じつは、カービィの口くちに届とどく寸すん前ぜんで、網あみにすくわれてゆく。

　ケロッタたちは網あみの中なかをのぞきこんで、目めをかがやかせた。

「やった！　一つ、二つ……全ぜん部ぶで十二粒つぶすくったぞ！」

「みんなで山やま分わけして、食たべよう食たべよう！」

　カービィは小こ躍おどりした。

　本ほん当とうは山やま分わけなんてしたくないケロッタたちだが、まだ本ほん音ねを知しられるわけにはいかない。しかたなく、みんなに二ふた粒つぶずつ実みをくばった。

「これが、宇う宙ちゅう一いちと言いわれる幻まぼろしのフルーツか……美うつくしいものだな。果か実じつというより、まるで宝ほう石せきのようだ」

　メタナイトは実みをつまみ上あげて、ため息いきをついた。

　ワドルディは、手ての上うえにのせた二ふた粒つぶの小ちいさな果か実じつを見みつめて、興こう奮ふんして言いった。

「もったいなくて、食たべられないです！」

「ほんと？　じゃ、ぼくが食たべてあげるね～！」

「やめてよ、カービィ！」

　ワドルディは、あわてて実みを口くちの中なかにほうりこんだ。

　とたんに。ワドルディの顔かおは、とろけるほど幸しあわせそうになった。

　口くちから出でてくるのはため息いきばかり。言こと葉ばなんて、一ひと言ことも出でてこないありさま。

　カービィもケロッタたちもメタナイトも、小ちいさな果か実じつを食たべてみた。

　ケロッタたちは、ワドルディと同おなじく、言こと葉ばも失うしなってとろけそうな表ひょう情じょうになった。

　カービィは高たかく飛とび上あがって木きの枝えだに頭あたまをぶつけ、落おちた拍ひょう子しに地じ面めんにも頭あたまをぶつけた。

　メタナイトはさすがに冷れい静せいに、「なるほど、すばらしいな」と感かん想そうを口くちにした。

　カービィは、頭あたまをぶつけた痛いたみも忘わすれて、大おお声ごえを上あげた。

「すばらしいなんてもんじゃないよ～！　想そう像ぞうしてた味あじより、百倍ばいもおいしい！　こんなフルーツがプププランドにあるなんて、ちっとも知しらなかったよ！」

「宇う宙ちゅう一いちという評ひょう判ばんは、ウソではなさそうだな」

「二ふた粒つぶじゃ少すくなすぎる！　もっともっと食たべたいよ～！」

「その調ちょう子しよ、カービィさん」

　ケロリナが言いった。

「森もりの奥おくには、もっとたくさんのフルーツがなっているはず。今こん晩ばんじゅうに収しゅう穫かくしないと、みんな腐くさって無む駄だになってしまうのよ」

「そんなの、もったいない！」

「でしょ。だから、急いそぎましょう。森もりの奥おくへ！」

「よーし、がんばるぞ～！」

　カービィは、飛とぶようないきおいで森もりの奥おくへ駆かけ出だした。

　たちまち木きの根ねに足あしを取とられて転ころんでしまったが、そんな痛いたみくらい、ものともしない。すっかり、スターダストの実みの魅み力りょくにとりつかれている。

　あとを追おいかけながら、ワドルディが悲かなしそうに言いった。

「デデデ大だい王おう様さまもいっしょなら良よかったのになあ……大だい王おう様さま、今いまごろどうしてるだろう？　ひとりぼっちで、こんな暗くらい森もりの中なかをさまよってるなんて……ぼくなら、こわくて気き絶ぜつしちゃうかも……」

「心しん配ぱいするな、ワドルディ」

　メタナイトが言いった。

「くらやみぐらいでおじけづくデデデ大だい王おうではないさ。今いまごろ、大おおはりきりで森もりを飛とび回まわっていることだろう」




「満まん月げつだ、満まん月げつだー！　キャホーイ！」

　デデデ大だい王おうは両りょう手てを上あげて飛とび回まわり、そまつな小こ屋やを崩ほう壊かいさせそうになった。

「や、やめてくだされ、勇ゆう者しゃ様さま！　か、壁かべが崩くずれまする……！」

　森もり番ばんは悲ひ鳴めいを上あげて、こわれそうな壁かべを手てで押おさえた。

「いよいよ収しゅう穫かくの夜よるが来きたぞ！　宇う宙ちゅう一いちのフルーツ食たべ放ほう題だいの夜よるが──！」

「い、いえ、勇ゆう者しゃ様さま。私わたしたちの仕し事ごとは、悪あく党とうたちからフルーツを守まもることなのでございまして……」

「固かたいことを言いうな。悪あく党とうをけちらしてやるんだから、フルーツの十粒つぶや二十粒つぶ、百粒つぶや二百粒つぶぐらい、礼れいとして食くわせろ」

「それは困こまります……と言いいたいところですが」

　森もり番ばんは、意い味みありげに目めをふせた。

「勇ゆう者しゃ様さまにお礼れいをしないわけにはまいりませんからなあ……。わかりました。食たべ放ほう題だいはいけませんが、ほんの数すう粒つぶなら、食たべて良よいことにしましょう」

「数すう粒つぶなんてケチなことを言いうな。腹はらいっぱい食くうぞー！」

　叫さけぶや否いなや、大だい王おうはドアに体たい当あたりをするいきおいで外そとに飛とび出だして行いった。

「お待まちくだされ、勇ゆう者しゃ様さま～！」

　森もり番ばんが、懐かい中ちゅう電でん灯とうを片かた手てに、あわてて追おいかける。

　デデデ大だい王おうは、でたらめに木き々ぎの間あいだを駆かけ抜ぬけながら叫さけんだ。

「スターダストやーい！　スターダストの実みはどこだ！……ん？」

　大だい王おうの足あしが止とまった。

　大たい木ぼくのかげに、ふしぎなフルーツが生はえている。太ふといくきの先さきに、赤あかくかがやく大おおきな実みがなっていた。

「お、これがスターダストの実みか。うまそうだわい！　いただき！」

　大だい王おうは両りょう手てで実みをもいで、ガツガツとかじりついた。

「うむ、なかなかジューシーだ。食くったことのない味あじだなあ」

「勇ゆう者しゃ様さま、勇ゆう者しゃ様さま」

　追おいついた森もり番ばんが言いった。

「それはスターダストの実みではありませんぞ」

「む？　そうなのか。見みた目めはきれいだが……」

「見みた目めだけです。この森もりの住じゅう人にんは『きせきの実み』などと呼よんでいるようですが、どこが『きせき』なんだか……意い味みがわかりませぬ」

「なーんだ。スターダストの実みじゃないのか」

　デデデ大だい王おうは、かじりかけのフルーツを放ほうり捨すてた。

「スターダストの実みは、もっと小ちいさくて青あお白じろいんです……あっ！　あれです、勇ゆう者しゃ様さま！」

　森もり番ばんは、森もりの奥おくを指ゆびさして叫さけんだ。

「ん？」

「実みがなっておりまする！　おお、なんと美うつくしい……」

　森もり番ばんが示しめす方ほう向こうを見みると、青あおく小ちいさな光ひかりが見みえた。

「あれがスターダストの実みか？」

「さようでございます。この満まん月げつの夜よるに、実みのりの時ときをむかえたようで……」

「思おもっていたより小ちいさいなあ」

「大おおきさの問もん題だいではありませぬ。あの小ちいさな果か実じつこそ、宇う宙ちゅう一いちの美び味みとうたわれる……」

　森もり番ばんが長なが々ながと説せつ明めいしようとしたが、デデデ大だい王おうは聞きこうともしなかった。

「よーし、一いっ気きに吸すいこんでやるぞ！」

　張はり切きって息いきをはき出だした大だい王おうを、森もり番ばんがあわてて止とめた。

「お、お待まちくだされ、勇ゆう者しゃ様さま！　あれを、一いっ気きに吸すいこむですって？　いけません、危き険けんです！」

「……ん？」

　大だい王おうは吸すいこみをやめて、森もり番ばんを見みた。

「危き険けんだと？　どういう意い味みだ？」

「えっと、その……そうそう、スターダストの実みは、丸まるのみしては危き険けんなのです。中なかに、固かたいタネがありますからのう」

「タネぐらい、へっちゃらだわい」

「ダメです！　スターダストのタネは、とてもトゲトゲしていて、丸まるのみしたらおなかが痛いたくなっちゃうんです。その痛いたみは、一週しゅう間かん以い上じょうも続つづくと言いわれておりますぞ」

「む……そうか……」
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　スターダストの実みは食たべたいが、おなかが痛いたくなるのは困こまる。

　大だい王おうは、腕うで組ぐみをして、うなった。

「じゃ、どうすればいいんだ？」

「実みを一ひと粒つぶずつもいで、皮かわをむいて、きちんとタネを取とってから食たべれば良よいのですよ」

「それは……めんどうだな」

「めんどうでも、そうしなくては食たべられないのです。だからこそ、値ね打うちがあるのですよ」

「フン……」

　デデデ大だい王おうは考かんがえこんだ。

　ケロッタたちは、タネのことなんて一ひと言ことも言いっていなかった。たぶん、知しらないのだろう。知しらずに吸すいこんでしまったら、カービィはおなかの痛いたみに苦くるしむことになる。しかも、一週しゅう間かん以い上じょうも。

　デデデ大だい王おうの心こころはチクッと痛いたんだが、すぐに考かんがえ直なおした。

（フン。あんなやつ、どうなってもいいわい！　いつもいつも、オレ様さまに刃は向むかいおって。たまには、いい薬くすりだ）

　そうは思おもっても、やっぱり少すこし気きにかかる。

　うーん……と考かんがえこんでいる大だい王おうに、森もり番ばんは親しん切せつそうな口く調ちょうで言いった。

「ご安あん心しんを。私わたしが、勇ゆう者しゃ様さまのために一ひと粒つぶずつ皮かわをむき、タネを取とりのぞきますから」

「む……そうか。頼たのむぞ」

「では、さっそく収しゅう穫かくに取とりかかりましょう。このままでは手てが届とどきませんから、勇ゆう者しゃ様さまが私わたしを肩かた車ぐるましてください」

「なに……？　肩かた車ぐるまだと……？」

「スターダストの実みを手てに入いれるためです。どうか、お願ねがいいたします」

　気きが進すすまなかったが、フルーツを手てに入いれるためならしかたない。

　デデデ大だい王おうがしぶしぶ身みをかがめると、番ばん人にんは、老ろう人じんとは思おもえない身み軽がるさで、大だい王おうの肩かたに飛とび乗のった。

「もう少すこし右みぎ、もっと前まえへ出でて……そうそう、そこでストップ」

　番ばん人にんはちょうど良よい位い置ちにくると、うんと手てを伸のばしてフルーツを一ひと粒つぶもいだ。

「とれました！」

「でかしたぞ！　さあ、オレ様さまに……」

「お待まちください、勇ゆう者しゃ様さま。熟じゅくしてないフルーツを食たべたら、おなかをこわすかもしれません。偉い大だいな勇ゆう者しゃ様さまに、そんなことがあったらたいへん。まず、私わたしが試し食しょくしてみます」

「え……？　おい、待まて」

　大だい王おうが止とめるより早はやく、森もり番ばんはスターダストの実みを口くちに放ほうりこんでしまった。

「おお……う、うまい……！　宇う宙ちゅう一いちうまいとは聞きいていたが、これほどとは！」

「……ん？　おまえ、今いま、丸まるのみしなかったか？　いやに早はやかったが……」

「まさか。ちゃんと皮かわをむいて、タネを取とりのぞきましたとも」

「オレ様さまにも早はやく食くわせろ！」

「わかりました。もっとたくさん収しゅう穫かくしましょう。さあ、奥おくへ進すすんでください、勇ゆう者しゃ様さま」

　大だい王おうは森もり番ばんをのせて、ヨタヨタと前ぜん進しんした。

「あ、ここにも実みがなっておりますよ。止とまってください、今いま収しゅう穫かくしますから」

「今こん度どこそオレ様さまに食くわせろよ」

「はいはい……もう少すこし右みぎ。今こん度どは左ひだりへ……」

　森もり番ばんはデデデ大だい王おうをこき使つかいながら、手て早ばやく実みをもいでゆく。

　そのとき、木き々ぎの間あいだから、獣けもののうなり声ごえが聞きこえてきた。

　森もり番ばんはハッとして叫さけんだ。

「まずい！　あの声こえは、この森もりでいちばん恐おそろしい獣けもの、ファイアーライオンです！」

「ふん、ライオンなんて怖こわくないさ」

「さすがは勇ゆう者しゃ様さま！　あいつをやっつけてください！」

　そう言いって、森もり番ばんは大だい王おうの上うえから飛とび下おりた。

　そのとき、木き々ぎの間あいだからファイアーライオンが姿すがたをあらわした。全ぜん身しんをオレンジ色いろの炎ほのおでおおわれた、凶きょう暴ぼうな獣けものだ！
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　獣けもの退たい治じなんて気きが進すすまないが、しかたない。デデデ大だい王おうはファイアーライオンに向むき直なおった。

「グルルル……」

　ファイアーライオンは低ひくいうなり声ごえを上あげ、大だい王おうに飛とびかかろうとした。

　大だい王おうは大おおきく口くちをあけ、どなりつけた。

「うるさいわいっ！　オレ様さまは今いま、いそがしいんだ！　邪じゃ魔まするな！」

　大だい王おうの大おお声ごえは、森もりの空くう気きをビリビリとふるわせた。

　さすがのファイアーライオンも、これにはビックリ。全ぜん身しんをおおう炎ほのおが、たちまち煙けむりを立たてて消きえた。

　ただのライオンになってしまった元もとファイアーライオンは、弱よわ々よわしく「キューン……」と鳴なくと、森もりの奥おくへ逃にげていった。

「ふん。昨日きのうのヤツといい、この森もりには弱よわ虫むししかおらんようだな」

　大だい王おうは、鼻はな息いきも荒あらく言いい放はなった。

「さすがでございます～！　勇ゆう者しゃ様さま」

　森もり番ばんは、ペコペコと頭あたまを下さげ、デデデ大だい王おうをほめたたえた。

「邪じゃ魔ま者ものは追おい払はらったぞ。さあ、早はやくスターダストの実みをよこせ」

「ああ、なんということでしょう！　私わたしとしたことが！　今いま、ビックリしたはずみに、実みを全ぜん部ぶ落おとしてしまいました」

「なんだと？　じゃあ、ひろって……」

「いえいえ、偉い大だいなる勇ゆう者しゃ様さまが落おちたものをひろって食たべるなんて！　勇ゆう者しゃ様さまらしくありませんぞ」

「そうかな……しかし……」

「スターダストの実みは、まだまだございます。収しゅう穫かくを続つづけましょう！」

　そう言いいながら、森もり番ばんは口くちをもぐもぐと動うごかしているのだが、大だい王おうは気きづかなかった。

「うむぅ……落おちた実みはもったいないが、しかたないわい」

「では、もう一いち度ど、肩かた車ぐるまをしてくださいませ」

　大だい王おうの上うえによじのぼりながら、森もり番ばんはひそかに笑わらいをもらしていた。

（フフ……スターダストの実みには、タネなんかないさ。単たん純じゅんで、あつかいやすい勇ゆう者しゃ様さまだぜ……）

　森もり番ばんの目めがいじわるく光ひかったことにも、もちろん、デデデ大だい王おうは気きづいていない。
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　一いっ方ぽう、カービィたちはスターダストの実みをてぎわよく集あつめながら、森もりの奥おくへと進すすんでいた。

「ねえねえ、スターダストの実み、だいぶ集あつまったでしょ？　食たべようよ～」

　カービィは何なん度どもそう言いったのだが、三人にん組ぐみは聞きき入いれてくれない。集あつめた実みは、すべて大おおきな袋ふくろにおさめ、三人にんが交こう代たいでかついでいる。

「チマチマ食たべるより、最さい後ごにドーンとまとめて食たべたほうが感かん動どうもひとしおですよ、カービィさん」

「うーん……でもぉ……」

「ぐずぐずしてたら夜よが明あけてしまいます。どんどん奥おくへ進すすみましょうー！」

「おなかすいたよー……」

「そのために、お弁べん当とうを作つくってきたじゃないですか。さ、どうぞどうぞ」

「お弁べん当とうより、スターダストの実みが食たべたいよー……」

「あ、あそこに実みがなってます。カービィさん、吸すいこんでください！」

「うー……」

　さっきから、実みを食たべることもできずに吸すいこみ続つづけているので、カービィはだんだん疲つかれてきた。

　頭ず上じょうには、スターダストの実みがたくさん実みのっているのだが、どうせ食たべられないのだと思おもうと、吸すいこむ元げん気きも出でてこない。

「疲つかれたよー！　宇う宙ちゅう一いちのフルーツ食たべさせてよー！」

　カービィは、地じ面めんに転ころがって手て足あしをバタバタさせた。

　メタナイトがあたりを見み回まわし、「気きになるな……」とつぶやいた。

「どうしたんですか、メタナイト様さま？」

　ワドルディがたずねる。メタナイトは、木きの枝えだを見み上あげていた。

「だんだん、実みの数かずが増ふえてきたようだ」

「え……？　あ……そうですね、言いわれてみれば……」

　ワドルディも、メタナイトと同おなじように頭ず上じょうを見み回まわしてみた。

「さっきまでは、ポツンポツンって感かんじだったのに……このあたりは、どっさり実みのってますね。どうしてだろう？」

「土つちが良よいのか、あるいは……」

　あたりに注ちゅう意いを向むけていたメタナイトは、ふと気け配はいに気きづいて、懐かい中ちゅう電でん灯とうを持もっているケロッタに呼よびかけた。

「こちらの方ほう向こうを照てらしてみてくれ」

「え？　なんで？」

「いいから」

　ケロッタは言いわれた方ほう向こうに光ひかりを向むけた。

　そこに浮うかび上あがった光こう景けいを見みて、みんなが声こえを上あげた。

「わあ……なんだろう、これ？」

「大おおきな建たて物もの……」

「しかも、古ふるいわ」

　一いっ行こうの目めの前まえにあらわれたのは、ツタにおおわれた石いし造づくりの建たて物ものだった。

　もとは、りっぱな建たて物ものだったのだろう。しかし、石いし壁かべはところどころ崩くずれ、修しゅう理りもされていない。

　今いまや、だれも住すんでいない空あき家やのようだった。

　地じ面めんに転ころがっていたカービィは、むっくり起おき上あがって言いった。

「ちょうどいいよ。中なかで休やすもうよ。ぼく、もう疲つかれちゃった！」

「え……でも、カービィ……」

　ワドルディが止とめようとしたが、カービィは早はやくも建たて物もののほうに走はしり出だしている。

　メタナイトが声こえをかけた。

「気きをつけろ、カービィ。危き険けんな獣けものの巣すになっているかもしれないぞ」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ！」

　カービィは気き軽がるに言いって、建たて物ものの中なかに飛とびこんだ。

　メタナイトとワドルディが、急いそいで後あとを追おった。ケロッタたちも、おっかなびっくりついてくる。

「こんばんはー。おじゃましまーす。だれかいますかー？」

　カービィは呼よびかけてみた。

　すると、上うえのほうから、美うつくしい鐘かねの音ねが聞きこえてきた。

　カービィは見み上あげてみたが、暗くらくて何なにも見みえない。

「なんだろ、今いまの音おと？　あ、だれか来きたっていう合あい図ずのチャイムかな？　ってことは、だれかが住すんでるってことだよね」

　カービィは、いっそう声こえを張はり上あげた。

「こんばんはー！　だれか、いますかー？」

　返へん事じがないので、カービィは奥おくへ進すすんでみようとした。

　そこへ、敵てき意いに満みちた声こえが降ふりかかってきた。

「止とまれ！　それ以い上じょう、一いっ歩ぽも進すすむな！」

「え？」

　カービィは足あしを止とめた。

　声こえは、天てん井じょうの暗くらがりからひびいてくる。

「鐘かねの音ねが聞きこえなかったのか？」

「鐘かね？　聞きこえたけど……？」

「ヌシ様さまの目めざめを知しらせる鐘かねだぞ！　今いまのうちに出でて行いかないと、たいへんな目めにあうぞ！」

「ヌシ様さま……って？　なんのこと？」

「おまえ、まさか、ヌシ様さまの伝でん説せつを知しらないのか。ちっ……」

　舌した打うちとともに、カービィの目めの前まえに、奇き妙みょうな生いき物ものが飛とび下おりてきた。

　大おおきさは、カービィと同おなじぐらい。からだは、金きん色いろの鐘かねにそっくりだった。ただし、ふつうの鐘かねではない証しょう拠こに、小ちいさな羽は根ねと足あしがついている。

「あ、こんばんは！　この家いえのひと？　ぼくは、カービィ……」

「うるさい！　出でてけ！　結けっ晶しょうはぜったいに渡わたさないからな！」
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　鐘かねのような生いき物ものは、カービィめがけて飛とびかかってきた。カービィは、おどろいて飛とび下さがった。

「なんだよ、急きゅうに！　あのね、ぼくはケンカしに来きたわけじゃなくて……」

「出でて行いけ、泥どろ棒ぼうめ！」

「どろぼー!?　ひどいよ！　ぼく、ただ休やすませてもらおうと思おもって……」

「出でて行いけと言いってるんだ！」

　鐘かねのような生いき物ものは、聞きく耳みみを持もたず、カービィに飛とびかかろうとする。カービィは、あわてて逃にげ回まわった。

　そこへ、メタナイトとワドルディが駆かけつけてきた。少すこし遅おくれて、ケロッタたち三人にんも。

「どうした、カービィ！」

「あ、メタナイト、ワドルディ……」

「こういう古ふるい建たて物ものは危き険けんなんだ。やはり、凶きょう暴ぼうな生いき物ものの巣すになっていたようだな」

　言いうが早はやいか、メタナイトは剣けんを抜ぬいた。

　このままでは、戦たたかいになってしまう。そう思おもったカービィは、とっさにメタナイトを止とめた。

「待まって、メタナイト。ぼくにまかせて」

「む……？」

「せーの！」

　カービィは体からだを大おおきくそらせ、息いきを吸すいこんだ。

「え!?　あ……!?　う、うわあああ……！」

　鐘かねのような生いき物ものは、一いっ直ちょく線せんに宙ちゅうを飛とび、カービィに吸すいこまれてしまった。

　と同どう時じに、カービィの頭あたまの上うえに、金きん色いろの鐘かねのような形かたちをした帽ぼう子しがあらわれた。そして、両りょう手てには二つのベルが。

　ケロリナたちがおどろきの声こえを上あげた。

「え!?　何なに、今いまの!?」

「カービィさんの頭あたまに、鐘かねが……！」

「それに、あのハンドベル。どこから出だしたんだ？　手て品じなか……？」

「いや。あれが、カービィのコピー能のう力りょくだ」

　メタナイトの言こと葉ばを聞きいて、ケロリナが「あっ」と声こえを上あげた。

「そうか……昨夜ゆうべは、ワドルディさんに特とく殊しゅ能のう力りょくがないから、コピーできなかったけど、今こん回かいは成せい功こうってわけね！」

「いったい、どんな能のう力りょくをコピーしたっていうんだ？」

　カービィは、みんなに取とり囲かこまれて、考かんがえこんだ。

「さあ？　よくわかんないや。たぶん、このベルに秘ひ密みつがあると思おもうんだけど……」

　カービィは、手てにしたベルを振ふり回まわした。

　リンリンリン……と、かわいい音おとがひびいた。

　ワドルディは、思おもわず拍はく手しゅをした。

「わあ、きれいな音おと！」

「そうだね。これが、あいつの持もってた能のう力りょくみたい。いやなやつだと思おもったけど、こんなベルを使つかう力ちからを持もってたんだね！」

　カービィは、いっそう強つよくベルを振ふった。

　ベルの音おとは、ますます美うつくしく、力ちから強づよく鳴なり響ひびいた。
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　リンリンリン……ディンドンディン……ジャンジャジャーン！

　メタナイトが、カービィをたしなめた。

「そのくらいにしておいてくれ。うるさくて、たまらない」

「そーお？　いい音おとだと思おもうけど」

「音ね色いろは美うつくしいが、音おとが大おおきすぎる」

「このベル、おもしろいよ。振ふれば振ふるほど、どんどん音おとが大おおきくなるんだ！　せーの……っと！」

　カービィは、力ちからいっぱいベルを振ふった。ベルの音おとは、石いし造づくりの建たて物ものをゆらすほど大おおきく鳴なり響ひびき、森もりじゅうへと広ひろがっていった。

　メタナイトもワドルディも、そしてもちろんケロッタたちも、顔かおをしかめて耳みみを押おさえた。

「うるさいというのに！」

「ごめんごめん！　これで終おわりにするね……」

　カービィがそう言いった時ときだった。

　建たて物ものの奥おくから、何なにかがやってくる気け配はいがした。

　いち早はやく身み構がまえたのは、もちろんメタナイト。

　しかし、聞きこえてきたのは、のんきな声こえだった。

「おいおい、ディングル。どうかしたのか？　そんなに張はり切きって鐘かねを鳴ならしたら、めんどうなことになっちゃうよ……」

　言いいながら姿すがたをあらわしたのは──。

　大おおきな帽ぼう子しをかぶり、ホウキを手てにした生いき物ものだった。しゃべりながらも、せっせとホウキを動うごかして、床ゆかをはいている。

　その奇き妙みょうな生いき物ものは、カービィたちを見みると、ビックリして立たち止どまった。ホウキの動うごきも止とまった。

「な……何なに者ものだい、あんたたちは？　ディングルはどうした？」

「ディングルって？」

　カービィがたずねると、ホウキの生いき物ものは、カービィの姿すがたをまじまじとながめた。

「おい。その鐘かねは、ディングルのじゃないか……！　まさか、おまえ、ディングルをやっつけちゃったのか!?」

「鐘かね？　じゃあ、ディングルって、さっきのあいつのこと？　あの……ぼく、吸すいこんじゃったんだけど……」

「なんだって!?　ディングルを!?　こら、悪あく党とうめ！　ディングルを返かえせ！」

　ホウキの生いき物ものは、ホウキをさかさに構かまえると、カービィめがけて襲おそいかかってきた。

「わっ、やめて」

　カービィは飛とび上あがって逃にげた。

「このぉ……！」

　興こう奮ふんしてホウキを振ふり回まわす生いき物ものに、メタナイトが言いい聞きかせた。

「落おち着つけ。吸すいこまれたやつは無ぶ事じだ。カービィの帽ぼう子しをはずせば、元もとに戻もどる」

「じゃ、早はやくはずしてくれ！　ディングルを助たすけてやってくれ！」

「まだだ。事じ情じょうを聞きかせてもらってからだ」

「事じ情じょう……と……言いわれてもなあ」

　ホウキの生いき物ものは、ホウキを振ふり回まわしすぎて、くたびれたらしい。ゼイゼイと息いきをつき、床ゆかに座すわりこんでしまった。

　メタナイトは、少すこし声こえをやわらげた。

「まずは、おまえの名な前まえから聞きかせてもらおう」

「オレはブルームハッターっていうんだ」

「この家いえの住じゅう人にんか？」

「住じゅう人にんっていうか……お掃そう除じ係がかりっていうか……」

　ブルームハッターは、ホウキを大だい事じそうに抱だきしめた。

[image: ]

「掃そう除じ係がかりだと？」

「床ゆかだって壁かべだって、掃そう除じしないと、すぐに汚よごれちゃうからな」

「……ということは、この家いえの主しゅ人じんはだれなんだ？　ディングルとかいうやつか？」

「ちがうよ。ディングルは、オレの友ともだちだよ」

「話はなしが見みえん。ならば、この家いえの主しゅ人じんはだれなんだ？」

「……知しらないよ」

　ブルームハッターは首くびを振ふった。カービィたちは顔かおを見み合あわせた。

「どういうこと？　知しらない家いえのお掃そう除じをしてるの？」

「いや、そういう意い味みじゃない。この家いえの主しゅ人じんは、もう、とっくの昔むかしにいなくなっちゃったんだ。オレのおじいさんか、そのおじいさんか、もっと前まえのおじいさんぐらいの時じ代だいにさ。だからオレは、ご主しゅ人じん様さまの顔かおも知しらないってわけ」

　メタナイトがたずねた。

「さっぱり話はなしがわからんな。家いえの主しゅ人じんはとっくの昔むかしにいなくなったのに、なぜおまえは空あき家やの掃そう除じをしてるんだ？」

「だって、オレまでこの家いえから去さったら、あれを守まもる者ものが……」

　ブルームハッターは何なにか言いいかけたが、あわててしゃべるのをやめた。

「いけねえ……口くちがすべった」

「なんだと？　あれを守まもる……と言いったな？　あれとはなんだ？」

「いや、なんでも……」

「はっきり言いわないと、いつまでたっても、このままだぞ」

　メタナイトはカービィを指ゆびさした。カービィは、リンリンとハンドベルを鳴ならした。

「あ……ディングル……」

　ブルームハッターは、ため息いきをついた。

「しかたない。ディングルを助たすけるためだ。全ぜん部ぶ話はなすぜ。話はなせば長ながいことながら……」

　そして、ブルームハッターの話はなしが始はじまった。
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　さて、その頃ころ、デデデ大だい王おうたちは──。




「ひぇぇぇ～！　終おわりだぁぁぁ～！　この世よの終おわりだぁぁぁ～！」

　森もり番ばんは頭あたまをかかえて木きの下したにうずくまり、かん高だかい声こえで泣なき叫さけんでいた。

　デデデ大だい王おうは、イライラして森もり番ばんをどなりつけた。

「ええい、うるさいわい！　泣ないてばかりいたら、収しゅう穫かくが進すすまんだろうが！　オレ様さまはまだ一ひと粒つぶもスターダストの実みを食たべていないんだぞ！」

「収しゅう穫かくなんて、もう無む理りです！　この世よの終おわりなんだから～！」

「何なにを、わけのわからんことを……」

「勇ゆう者しゃ様さまだって聞きいたでしょう！　今いまの鐘かねの音ねを！」

「鐘かね？」

　デデデ大だい王おうは、首くびをかしげた。

「ああ、そういえば、どこかで鐘かねが鳴なったな。こんな真ま夜よ中なかに鐘かねを鳴ならすなんて、迷めい惑わくなやつだ」

「私わたしが話はなしたことを忘わすれちゃったんですかっ！　森もりの奥おくのヌシ様さまが目めざめる時とき、おそろしい鐘かねの音ねが鳴なりひびくという、あの恐きょう怖ふの伝でん説せつを！」

「あ、そういえば、そうだっけ」

　デデデ大だい王おうは森もり番ばんから聞きいた話はなしをやっと思おもい出だした。

「ということは、今いまの鐘かねは、ヌシってやつが起おきた合あい図ずか」

「なんて、のんきなことを！　こうしてはいられません、すぐに逃にげなきゃ！」

　森もり番ばんはむっくりと起おき上あがり、逃にげ出だそうとした。

　が、デデデ大だい王おうは、大おおはりきりでこぶしを握にぎった。

「ということは、今いまの鐘かねの音ねをたよりに進すすんでいけば、ヌシってやつのところにたどり着つくわけだな。キャホーイ！」

「えっ!?」

「スターダストの結けっ晶しょうがオレ様さまのものになるのだ！　よーし！」

　デデデ大だい王おうは森もりの奥おくへ駆かけ出だそうとしたが、木きの根ねっこにつまずき、不ふ機き嫌げんそうに振ふり返かえった。

「何なにをしてる。おまえも来くるんだ！　オレ様さまの足あし元もとを照てらせ！」

「え……え……？」

「おまえは照しょう明めい係がかりなんだから、仕し事ごとをさぼるなっ！」

「は、はい」

　照しょう明めい係がかりになった覚おぼえはなかったが、大だい王おうの迫はく力りょくある声こえでどなりつけられて、森もり番ばんはとっさに懐かい中ちゅう電でん灯とうを構かまえた。

「さあ、行いくぞ！」

「は、はい……ええ!?」

　森もり番ばんは、ためらった。

（なんてこった……単たん純じゅんで、あつかいやすい勇ゆう者しゃだと思おもったら……ここまで単たん純じゅんすぎたとは！　ついて行いったら、えらい目めにあうぞ。何なにしろ、プププランドを焼やき尽つくすとまで言いわれる、伝でん説せつの魔ま物ものが目めざめてしまったんだから……）

「ぐずぐずするな、来こい！」

　デデデ大だい王おうが呼よんでいる。森もり番ばんは、迷まよった。

（あんなやつ、放ほうっておいて逃にげたほうが……いや、でも、待まてよ……あいつが強つよいのはたしかだ。度ど胸きょうもある。ひょっとして、ひょっとしたら、ヌシを倒たおすことだってできるんじゃないかな……？）

「ついて来こないなら、懐かい中ちゅう電でん灯とうをよこせ！　オレ様さま一人ひとりで行いくわい。まったく、情なさけないやつだ。ワドルディのほうが、よっぽど役やくに立たつわい」

　デデデ大だい王おうは、森もり番ばんの手てから懐かい中ちゅう電でん灯とうをうばい取とった。

　その瞬しゅん間かん、森もり番ばんは覚かく悟ごを決きめた。

（ひょっとしたら、この単たん純じゅんな勇ゆう者しゃをうまく利り用ようして、スターダストの結けっ晶しょうを手てに入いれられるかもしれない。こいつがヌシと戦たたかってる間あいだに、結けっ晶しょうを持もち逃にげしちゃえばいいんだ。あれが手てに入はいったら、大おおもうけだ。スターダストの実みを栽さい培ばいして、売うりまくって、宇う宙ちゅう一いちの大おお金がね持もちになれるぞ──！）

「お待まちください、勇ゆう者しゃ様さま。私わたしもいっしょに行いきます」

「お？」

「勇ゆう者しゃ様さまを信しんじていますから。どうかヌシをやっつけてください！」

「わかってる。まかせておけ！」

　デデデ大だい王おうは、森もり番ばんの手てに懐かい中ちゅう電でん灯とうを返かえした。

「では、行いくぞー！」

「はい、勇ゆう者しゃ様さま！」

　おかしなコンビは、駆かけ足あしで、森もりの奥おくへ突つき進すすんでいった。




「この奥おくには、大おお昔むかしから伝つたわってる宝たから物ものがあるんだ」

　ブルームハッターは、ホウキで建たて物ものの奥おくをさした。

「宝たから物もの……？」

「うん。なんでも、スターダストの実みに関かん係けいがあるらしいんだけど」

　ケロッタたち三人にんは、自じ分ぶんたちが持もってきた袋ふくろに目めをやった。中なかには、カービィの吸すいこみワザで集あつめた実みが、百粒つぶほど入はいっている。

　カービィは、目めを輝かがやかせてたずねた。

「スターダストの実みに関かん係けいがある宝たから物ものって、なんだろう？　特とく大だいのスターダストの実みかな？　それとも、超ちょう特とく大だいのスターダストの実みかなあ!?」

「いや、スターダストの結けっ晶しょうって呼よばれてるものなんだけど……」

　ブルームハッターは説せつ明めいしようとしたが、超ちょう超ちょう超ちょう特とく大だいのスターダストの実みを想そう像ぞうしてウットリしているカービィには、もはや聞きこえなかった。

「スターダストの実みは、すごくおいしいけど、小ちいさすぎるのが欠けっ点てんだもんね。超ちょう超ちょう超ちょう特とく大だいのスターダストの実みがあったら、なんてすばらしいんだろう！」

「……あのな、オレが言いってる結けっ晶しょうっていうのは……」

「どのくらい大おおきいんだろう？　メロンぐらいかな？　スイカぐらいかな？　ううん、きっと大おお玉だま転ころがしの玉たまぐらいあるんだ！　すごい！」

「……まあ、いいや」

　ブルームハッターは説せつ明めいをあきらめた。

「とにかく、その宝たから物ものはとても大たい切せつなもので、昔むかしから多おおくの盗とう賊ぞくにねらわれてきたんだ。でも、この家いえに住すんでいたヌシ様さまが宝たから物ものを守まもり続つづけてきたから、盗とう賊ぞくたちは近ちかづくことすらできなかったんだよ」

「ヌシ様さま……」

「うん。ヌシ様さまは、この森もりを守まもる番ばん人にんだったんだよ。ふだんは眠ねむってるんだけど、悪わるいやつが近ちかづいてくると、目めざめて追おい払はらったんだって。ヌシ様さまが目めをさますと、鐘かねの音ねが鳴なりひびいたっていう伝でん説せつがあるんだ。その鐘かねの音ねを聞きくだけで、悪あく党とうたちは震ふるえ上あがったんだって……大おお昔むかしの話はなしだけどね」

　ブルームハッターはため息いきをついた。

「オレのご先せん祖ぞ様さまは、代だい々だいヌシ様さまにつかえて、この家いえの掃そう除じをしてきたんだよ。でも、ある日ひとつぜん、ヌシ様さまは姿すがたを消けしてしまったそうだ」

「なんで？」

「わからないよ。ものすごく昔むかしのことだから。病びょう気きになっちゃったのかもしれないし、この森もりにあきて遠とおくにひっこしちゃったのかもしれないし。とにかく、ヌシ様さまはいなくなったんだけど、宝たから物ものはまだここにある。それで、オレのご先せん祖ぞ様さまは困こまっちゃったんだ」

「なんで？」

「だって、オレたちの一いち族ぞくはただのお掃そう除じ係がかりだぜ。盗とう賊ぞくどもにおそわれたら、戦たたかう力ちからなんてないよ」

　ブルームハッターは、残ざん念ねんそうに、うなだれた。

「でも、幸さいわいにして、ヌシ様さまが姿すがたを消けしてしまったことはだれにも知しられていない。恐おそろしいヌシ様さまと鐘かねの音ねの伝でん説せつは、今いまも残のこってる。万まんが一いち、度ど胸きょうのあるやつがやってきたとしても、鐘かねの音ねをちょっと聞きかせてやれば、おじけづいて逃にげ出だしちゃう。それで、オレたち一いち族ぞくは、ディングルの一いち族ぞくと協きょう力りょくして、ヌシ様さまが今いまもいるふりをし続つづけてきたんだ」

　ブルームハッターは、カービィが持もっているハンドベルを指ゆびさした。

「ディングルは、鐘かねの音ねをあやつる達たつ人じんだからね。ヌシ様さまの伝でん説せつを利り用ようするには、もってこいの能のう力りょくなんだ」

「なるほど。そういうわけだったか」

　話はなしを聞きき終おえたメタナイトは、深ふかくうなずいた。

「番ばん人にんが消きえたあとも、宝たから物ものを守まもり続つづけているとは、君きみの一いち族ぞくはりっぱだな」

「へへ……」

　ほめられて、ブルームハッターはうれしそうだった。

　カービィは、建たて物ものの奥おくのほうを気きにしながら言いった。

「ねえ、超ちょう超ちょう超ちょう特とく大だいのスターダストの実み、ぼくにも見みせてよ」

「……あ？　超ちょう超ちょう超ちょう……って……いや、そんなものはないけど……」

「うそ！　今いま、話はなしたばかりなのに、ごまかさないでよ！」

「誤ご解かいだよ。オレたちが守まもり続つづけてる宝たから物ものは、特とく大だいのスターダストの実みなんかじゃないんだ。スターダストの結けっ晶しょうって呼よばれていて……」

「待まて」

　メタナイトが止とめた。

　彼かれは、戸と口ぐちのほうをにらんで続つづけた。

「何なにかが近ちかづいてくる。気け配はいを感かんじるぞ」

「気け配はい……？」

　全ぜん員いん、耳みみをすませた。

　すぐに、みんなの耳みみにも聞きこえてきた。ドドドッ……と、地じ面めんを揺ゆさぶるような足あし音おとが近ちかづいてくる。それに、「キャホホー！」という浮うかれた声こえも。

　ワドルディが叫さけんだ。

「あの声こえは、デデデ大だい王おう様さまだ！」

「やはり、一人ひとりで森もりをうろついていたんだな」

　メタナイトの言こと葉ばが終おわらないうちに、デデデ大だい王おうが姿すがたをあらわした。

　ケロッタが、サッと懐かい中ちゅう電でん灯とうを向むけた。

　建たて物ものの中なかに駆かけこもうとしていたデデデ大だい王おうは、まぶしい光ひかりに直ちょく撃げきされて、立たちすくんだ。

「う……なんだ？　この光ひかりは」

「気きをつけてください、勇ゆう者しゃ様さま！　ヌシが放はなった光こう線せんかもしれません！」

　デデデ大だい王おうの背はい後ごにかくれた森もり番ばんが叫さけんだ。

　デデデ大だい王おうは、顔かおの前まえに手てをかざして言いった。

「なんの！　こんな光ひかりぐらいで、おじけづくオレ様さまではないわい！」

「おお、さすがですぞ、勇ゆう者しゃ様さま！」

　デデデ大だい王おうは、ドカドカと足あし音おとを立たてて、建たて物ものに入はいってきた。

　今こん度どは、森もり番ばんのかまえた懐かい中ちゅう電でん灯とうが、カービィたちに向むけられた。

　デデデ大だい王おうは、おどろきの声こえを上あげた。

「カービィ!?　それに、メタナイトにワドルディも。おまえたち、何なにを……」
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　言いいかけて、大だい王おうはハッとした。

「そうか！　おまえたちも、スターダストの結けっ晶しょうを狙ねらってるんだな！　先さきをこされてたまるか！」

　デデデ大だい王おうは、敵てき意いをみなぎらせて、こぶしを握にぎった。

　ワドルディが飛とび上あがった。

「待まってください、デデデ大だい王おう様さま。ぼくらの話はなしを聞きいて……」

「おまえたちに結けっ晶しょうは渡わたさんぞ！」

　すっかり欲よくに目めがくらんだデデデ大だい王おうは、まずワドルディにおそいかかった。

「わあっ」

　ワドルディは転ころげるようにして、攻こう撃げきをさけた。

「大だい王おう様さまぁ！　話はなしを聞きいてくださいってば……」

「うるさい！　結けっ晶しょうをよこせ！」

「落おち着つけ、デデデ大だい王おう」

　声こえをかけたのは、メタナイト。

　しかし、その声こえも、デデデ大だい王おうの頭あたまを冷ひやすことはできなかった。

「メタナイト、きさまもか！　くっそー、結けっ晶しょうはオレ様さまのものだ！」

　デデデ大だい王おうは飛とび上あがり、メタナイトを踏ふみつぶそうとした。

　メタナイトはすばやくかわして、剣けんを抜ぬいた。

　ワドルディが叫さけぶ。

「だめです、メタナイト様さま！　デデデ大だい王おう様さまに剣けんを向むけるなんて！」

「安あん心しんしろ。本ほん気きで戦たたかう気きはない。ただ、頭あたまを冷ひやしてもらわないとな！」

「結けっ晶しょうをよこせ～！」

　デデデ大だい王おうは、巨きょ体たいに似に合あわない素す早ばやい動うごきで、メタナイトにつかみかかろうとする。

　彼かれがいつも愛あい用ようしている武ぶ器きのハンマーは持もち合あわせていないが、欲よくにかられている大だい王おうは、素す手ででも十じゅう分ぶん強つよい。

「くっ……さすがだな、デデデ大だい王おう！」

　メタナイトは、攻こう撃げきをかわすのが精せい一いっ杯ぱい。

　激はげしい戦たたかいを見みながら、ケロッタが呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

「なんだか、たいへんなことになってきたぞ……」

「いいえ、これはチャンスよ！」

　ケロリナが、スターダストの実みをつめた袋ふくろを持もち上あげた。

「あいつらが戦たたかってる間あいだに、逃にげましょう！」

「ケロリナ……」

「この実みは、あたしたちのものよ！」

　三人にんは忍しのび足あしで戸と口ぐちに向むかった。

　三人にんの動うごきに気きづいたのは、カービィ。

「あ、待まって！　どこへ行いくの!?」

「しまった。気きづかれた」

「急いそいで逃にげるのよ！」

　ケロリナたちは駆かけ出だした。

　カービィは、とっさに両りょう手てのベルを振ふって、三人にんを呼よび止とめようとした。

「待まってったら！　スターダストの実みを持もって行いくつもり？　ずるいよー！」

　怒おこったカービィがベルを強つよく振ふると、力ちから強づよい音おとがひびきわたった。

　超ちょう特とく大だいの音ね色いろが、ケロッタたちを直ちょく撃げきした。ケロッタたちは、足あしをすくわれたように床ゆかに倒たおれた。

「……あれ？」

　カービィは、ふしぎそうに、自じ分ぶんが持もったベルを見みた。

「さっき鳴ならした時ときは、きれいな音ね色いろだったのに。今いまのは何なに……？」

　ブルームハッターが叫さけんだ。

「ディングルの鐘かねの音ねは、武ぶ器きにもなるんだ。戦たたかう気き持もちをこめてベルを鳴ならせば、今いまみたいに相あい手てを攻こう撃げきすることができる！」

「そうか……便べん利りなベルだね」

　三人にん組ぐみは床ゆかの上うえで目めを回まわしており、もう逃にげられる心しん配ぱいはなかった。

　となると、敵てきはデデデ大だい王おう、ただ一人ひとり。

　メタナイトは、欲よくにかられた大だい王おうのいきおいにおされ、追おいつめられている。

「ぼくが相あい手てだよ、デデデ大だい王おう！」

　カービィはデデデ大だい王おうの背はい後ごに飛とび下おりると、ベルを高たからかに鳴ならした。

　デデデ大だい王おうは耳みみを押おさえて振ふり返かえった。

「やめんか！　うるさいわい！」

「そっちこそ、攻こう撃げきをやめてよ！」

　カービィは、ますます強つよくベルを振ふった。

　流ながれ出だした音ね色いろは、強きょう力りょくな武ぶ器きとなってデデデ大だい王おうを吹ふっ飛とばした。

「くっ……なんだ、そのヘンテコな武ぶ器きは！」

「よく知しらないけど、強つよいでしょ！」

「よく知しらないなら、むやみに使つかうなっ！」

「そっちが戦たたかうのをやめたら、こっちだってやめるよ！」

「結けっ晶しょうを一人ひとり占じめする気きか！　そうはさせんわい！」

「けっしょー？　なんの話はなし──!?」

　カービィはベルを振ふり回まわしたが、デデデ大だい王おうも負まけてはいない。鐘かねの音ね色いろを全ぜん身しんで受うけながらも、必ひっ死しにカービィに立たち向むかい、その巨きょ体たいで押おしつぶそうとしてくる。

　ちなみに、メタナイトはカービィの攻こう撃げきのあおりを食くらい、ぐったりと床ゆかに座すわりこんでいた。もちろん、ワドルディも床ゆかにのびている。

　大だい王おうの攻こう撃げきを受うけて、カービィはじりじりと後こう退たいした。もともと、疲つかれがたまっているから、いつもの調ちょう子しが出でない。

　カービィの動うごきが、にぶり始はじめた。そうと気きづいたデデデ大だい王おうは、とどめとばかりに両りょう腕うでを振ふり上あげた。

「食くらえ、カービィ！」

　大だい王おうは、全ぜん力りょくをふりしぼって、カービィにこぶしを打うち下おろした。

「わあっ」

　カービィは、とっさに体からだをちぢこめた。

　と──ふしぎなことが起おきた。

　カービィの体からだが、頭あたまにかぶっていた鐘かねの中なかにすっぽり収おさまったのだ。ちょうど、ヤドカリが身みをすくめたときのように。

　大だい王おうが振ふり下おろしたこぶしは、鐘かねをなぐりつけていた。

「ぐぁぁぁっ、いででで！　いたぁぁぁぁっ！」

　デデデ大だい王おうは飛とび上あがった。固かたい鐘かねを思おもいきりなぐったものだから、大だい王おうの手てはまっかにはれ上あがっていた。

「……あれ？」

　カービィは、鐘かねの中なかにちぢこまったまま、首くびをかしげた。

「なぐられたはずなのに、痛いたくない……そうか、鐘かねがガードしてくれたんだ！　すごいや、このコピー能のう力りょく！」

「つーっ！　たたたたーっ！　がぁぁー！」

　デデデ大だい王おうは、はれ上あがった手てに息いきを吹ふきかけ、なみだぐんで飛とびはねている。よほど、痛いたかったらしい。

　形けい勢せい逆ぎゃく転てん。カービィは鐘かねの中なかから飛とび出だすと、元げん気きいっぱいに叫さけんだ。

「覚かく悟ごしてよ、デデデ大だい王おう！　これが、とどめだ～！」
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　カービィがにぎったハンドベルから、超ちょう特とく大だいの音おん波ぱが流ながれ出だした。

「うぁっ……！」

　さすがのデデデ大だい王おうも、はれ上あがった手てではガードできない。彼かれの体からだは壁かべにたたきつけられ、ずるずると崩くずれ落おちた。

　カービィはベルをかかげ、高たからかに宣せん言げんした。

「勝しょう負ぶはついたよ！　ぼくの勝かちだ！……あれ？」

　カービィは、あたりを見み回まわした。

　ワドルディも、ケロッタたち三人にん組ぐみも、目めを回まわしている。メタナイトはさすがに気きを失うしなってはいなかったが、立たち上あがれないほどのダメージを受うけていた。

「あ……ベルの音おと攻こう撃げきのせい？　ごめーん」

「大だい丈じょう夫ぶだ。少すこし時じ間かんがたてば、みんな回かい復ふくするよ」

　ブルームハッターが言いった。彼かれはさすがに、ディングルの友ともだちだけあって、ベルの音おとには慣なれている。

「それより、早はやくディングルを元もとに戻もどしてあげてよ。いつまでもそのままじゃ、かわいそうだから」

「あ、そうだね」

　カービィは飛とび上あがり、空くう中ちゅうでくるんと一いっ回かい転てんした。

　すると、帽ぼう子しのように頭あたまにのっていた鐘かねがはずれ、たちまちディングルの姿すがたに戻もどった。

　ぺしゃっと床ゆかに落おちたディングルは、自じ分ぶんの身みに何なにが起おきたのか、わかっていないようだった。キョロキョロとあたりを見み回まわし、カービィの姿すがたを見みると、声こえを荒あらげた。

「あっ、おまえは泥どろ棒ぼう！　スターダストの結けっ晶しょうを狙ねらってきたんだな！　あれはぜったいに渡わたさない！」

「ディングル、よせよ、ディングル」

　ブルームハッターが、ディングルを止とめた。

「その話はなしはもう片かたづいたんだ。スターダストの結けっ晶しょうは、無ぶ事じ……」

　言いいかけて、ブルームハッターは息いきをのんだ。

「あれ……？　一人ひとり足たりないぞ。懐かい中ちゅう電でん灯とうを持もってたヤツが、いない……」

「森もり番ばんのことか？」

　やっとダメージから回かい復ふくしたデデデ大だい王おうが、頭あたまを押おさえながら言いった。

「あいつめ、臆おく病びょうだからな……オレ様さまをおいて、一人ひとりで逃にげたんだな」

「……まさか……」

　ブルームハッターは、くるっと身みをひるがえし、建たて物ものの奥おくへ走はしって行いった。

「待まって！」

　ディングルが追おいかける。カービィとデデデ大だい王おう、それにメタナイトもようやく立たち上あがって、後あとを追おった。




「しまった……やられた……！」

　ブルームハッターは、がっくりと床ゆかに崩くずれるように倒たおれて、うめいた。

　奥おくの部へ屋やの中ちゅう央おうには、立りっ派ぱな台だい座ざがすえられている。だが、台だい座ざの上うえには何なにもなかった。

　ディングルが、ベルを鳴ならしてさけんだ。

「結けっ晶しょうがなくなってる！　くそ……！」

「森もり番ばんのやつか!?」

　デデデ大だい王おうが、地じ団だん駄だをふんだ。

「あいつめ……ただの臆おく病びょうなヤツかと思おもったら、こしゃくなマネを！」

「森もり番ばんだって？」

　ブルームハッターが聞ききとがめた。

「それはおかしい。この森もりには番ばん人にんなんていないよ。住じゅう人にんだって、オレとディングルの他ほかにはいないんだから」

「なんだと!?　だが、あいつは森もり番ばんだと名な乗のって……森もりの中なかの小こ屋やに住すんでいて……」

「小こ屋や？　この森もりの中なかに？　そんなの、見みたこともないぞ」

「では、あいつはいったい……」

　デデデ大だい王おうは絶ぜっ句くしてしまった。

　やっと、自じ分ぶんがだまされ、利り用ようされていたことに気きづいたのだ。

「くそ……！」

　デデデ大だい王おうはうめき声ごえを上あげ、壁かべをなぐりつけた。大だい王おうの強きょう烈れつなパンチをくらって、壁かべにメリメリと亀き裂れつが走はしった。

「追おいかけよう！　まだ、遠とおくへは行いってないと思おもう！」

　カービィが叫さけんだ。その目めは、怒いかりにもえている。

「どさくさにまぎれて宝たから物ものを盗ぬすむなんて、ぜったいに許ゆるせないよ！」

　カービィは、いち早はやく部へ屋やを飛とび出だしていった。

「私わたしたちも行いこう！」

「お、おう」

　メタナイトとデデデ大だい王おうも、カービィの後あとに続つづいた。

　ブルームハッターとディングルは、顔かおを見み合あわせた。

「結けっ晶しょうを取とり返かえしてくれる気きなのかな」

「そうらしいね。カービィさんのこと、泥どろ棒ぼうだなんて誤ご解かいして、悪わるかったな」

「熱あつい正せい義ぎ感かんの持もち主ぬしなんだね、カービィさんは……」

　もちろん二人ふたりは、カービィが「超ちょう超ちょう超ちょう特とく大だいスターダストの実み」を追おいかけているだけであることを知しらない。
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　まっくらやみの森もりの中なかでは、森もり番ばんがどちらに逃にげたのかすらも見けん当とうがつかない。

　デデデ大だい王おうはくらやみを見み回まわして、歯はぎしりをした。

「くそ……どうやって捜さがせば……」

「デデデ大だい王おう。そいつが住すんでいた小こ屋やの方ほう角がくはわかるか？」

「あ、ああ」

「とりあえず、そちらに向むかってみよう。小こ屋やに戻もどる気きかもしれないからな」

「よし、こっちだ」

　デデデ大だい王おうが先せん頭とうに立たち、カービィとメタナイトを案あん内ないしようとしたとき。

「グルルル……」

　低ひくいうなり声ごえとともに、木き々ぎの間あいだに光ひかりが見みえた。

　のっそりとあらわれたのは、炎ほのおをまとったファイアーライオン。

「なんだ、またおまえか」

　デデデ大だい王おうはうんざりして言いった。

「また炎ほのおを消けされたいのか？　それとも、さっきのとは別べつのヤツなのか？」

　こぶしを振ふり上あげた大だい王おうを、カービィが止とめた。

「待まって、デデデ大だい王おう。ぼく、いい考かんがえがある！」

「なんだと？」

「ちょっと、ごめんよ～」

　カービィはファイアーライオンに向むき直なおり、大おおきく息いきを吸すいこんだ。

「キャン!?」

　ファイアーライオンは犬いぬのような悲ひ鳴めいを上あげた。たちまちその体からだは、カービィに吸すいこまれてしまった。

　カービィの頭ず上じょうに、まっかな炎ほのおが輝かがやいた。ファイアーライオンを吸すいこんで、「ファイア」の力ちからをコピーしたのだ。

「これで、足あし元もとを照てらせる！　つまずかないで、全ぜん速そく力りょくで走はしれるよ！」
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「なるほど。いいぞ、カービィ！」

「木きを燃もやすなよ。森もりが火か事じになったらたいへんだ」

「気きをつけるから、だいじょーぶ！」

　カービィの頭ず上じょうに燃もえる炎ほのおが、あたりを昼ひるのように明あかるく照てらした。

　三人にんは全ぜん速そく力りょくで、森もり番ばんの小こ屋やに向むかった。

　まもなく、前ぜん方ぽうに小こ屋やが見みえてきた。

「あれだ」

「窓まどに明あかりがついている。やはり、この小こ屋やに戻もどっていたんだな」

「オレ様さまを出だし抜ぬいて、結けっ晶しょうを持もち逃にげするなんて、許ゆるせん！　こらしめてやる！」

　デデデ大だい王おうが、真まっ先さきに小こ屋やに駆かけ寄よろうとした。

　そのとき。

　ゴゴゴ……と地じ鳴なりのような音おとがひびき始はじめた。

　そればかりではない。地じ面めんがうねり、ゆれている。

「なんだ!?」

「地じ震しんか!?」

「ちがう！　あれを見みて！」

　カービィが飛とび上あがって叫さけんだ。

　森もり番ばんの小こ屋やが、ゆらいでいる。

　と思おもった次つぎの瞬しゅん間かん、大おおきな音おとを立たてて、小こ屋やは宙ちゅうに浮うき上あがっていた。

「え──!?　何なに、あれ!?」

「小こ屋やの形かたちをした乗のり物もの……？」

「くそー！　こしゃくなマネを！」

　デデデ大だい王おうがこぶしを振ふり上あげたが、もちろん無む駄だ。

　三人にんの目めの前まえで、小こ屋やの煙えん突とつはすばやく変へん形けいし、プロペラの形かたちになった。

　ヘリコプターと化かした小こ屋やは、木き々ぎをなぎたおしながら、夜よ空ぞらに上のぼっていった。




　小こ屋や型がたヘリコプターの中なかで高たか笑わらいをしているのは、もちろんあの森もり番ばんだった。

　いや、森もり番ばんなんて、ただのデタラメ。その正しょう体たいは、スターダストの結けっ晶しょうを狙ねらい続つづけて数すう十じゅう年ねんという、年ねん季きの入はいった泥どろ棒ぼうである。

　この男おとこ、こんな高こう機き能のうな乗のり物ものまで用よう意いして、結けっ晶しょうを盗ぬすみ出だす機き会かいをずっとうかがっていたのだ。

　伝でん説せつのヌシ様さまが恐おそろしくて、なかなか結けっ晶しょうに近ちかづくことができなかったのだが──今こ宵よい、とうとう念ねん願がんがかなった。

「ついに！　ついに手てに入いれたぞ──！」

　青あおみを帯おびた美うつくしい結けっ晶しょう──スターダストの実みを生うみ出だす神しん秘ぴの石いしを手てにして、泥どろ棒ぼうは笑わらいが止とまらない。

「やはり、最さい後ごに笑わらうのはオレのような天てん才さいだな。体からだがデカいだけの自じ称しょう大だい王おう様さまなんて、オレに利り用ようされて、ポイ捨すてされるだけ！　ははは！　痛つう快かいだ──！」

　泥どろ棒ぼうは、ウットリして結けっ晶しょうをなでた。

「これさえあれば、スターダストの実みを好すきなだけ栽さい培ばいできる。全ぜん宇う宙ちゅうの金かね持もちグルメどもが、のどから手てが出でるほど欲ほしがるぜ。オレ様さまは、宇う宙ちゅう一いちの大おお金がね持もちだ──！」




　少すこしずつ上じょう昇しょうしていく小こ屋や型がたヘリコプターを見み上あげ、デデデ大だい王おうはどなりちらした。

「このままでは逃にげられてしまう！　なんとかならんのか──！　そうだ、メタナイト。きさまの飛ひ行こう船せんは……」

「森もりの外そとに止とめてある。間まに合あわん」

「くっ……役やく立たたずめがっ！」

　大だい王おうは、にぎりこぶしを震ふるわせた。

「ぼく、いい考かんがえがある！」

　カービィは、そう叫さけんで、空くう中ちゅうでくるんと一いっ回かい転てんした。

　はずみで炎ほのおの帽ぼう子しがはずれ、元もとのファイアーライオンに戻もどった。ファイアーライオンは子こ犬いぬのように鳴なきながら、森もりの奥おくへと逃にげていった。

「これでよし、と」

　カービィは目めを閉とじると、大おおきく息いきをはき出だした。

　コピー能のう力りょくが宿やどっている間あいだ、カービィは吸すいこみワザを使つかうことができない。今いま、ファイアのコピー能のう力りょくをわざとはずしたということは……。

「まさかカービィ、あのヘリコプターを吸すいこむつもりなのか!?」

　メタナイトは息いきをのんだ。いくらカービィの「吸すいこみ」パワーが強きょう力りょくだと言いっても、あれほど大おおきなものを吸すいこめるとは思おもえない。

「お？　そんなことができるのか？　いいぞ、がんばれカービィ！」

　デデデ大だい王おうは、いつもの関かん係けいを忘わすれて、カービィをはげました。

　カービィは顔かおをまっかにしてがんばったけれど──やはり、無む理りだった。小こ屋や型がたヘリコプターの上じょう昇しょうは、止とまらない。

「……ぷはぁ……だめだぁ……」

　カービィは、疲つかれ果はててひっくり返かえった。

　デデデ大だい王おうは、腹はら立だたしげに言いった。

「なんだ、期き待たいさせおって！　まぬけカービィ！」

「力ちからが入はいらないんだぁ……おなかがすいてるから……」

　カービィは弱よわ々よわしく言いって、あたりを見み回まわした。スターダストの実みを食たべれば、きっと力ちからがわいてくるはず。

　と思おもったが、このあたりには、スターダストの実みは一ひと粒つぶも見み当あたらなかった。デデデ大だい王おうと森もり番ばんとが、すべて収しゅう穫かくしてしまったあとだ。

「何なにか……食たべる物ものないかな……あ、あれは！」

　カービィは、木きのかげに生はえているフルーツを見みつけて、駆かけ寄よった。

　太ふといくきの先さきに、オレンジ色いろのつるに包つつまれた赤あかい実みがなっている。
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　見みた目めは、スターダストの実みよりもずっと大おおきくて、おいしそうだ。

「いただきまーす！」

　カービィは、一ひと口くちでそのフルーツを吸すいこみ、きょとんとした顔かおになった。

「あれ……？　なんだろう、これ？　こんなの、初はじめてだ……」

　デデデ大だい王おうが言いった。

「それは、さっきオレ様さまも食くってみた。なんとも言いえん、ふしぎな味あじがするだろう」

「うん。他ほかのフルーツとぜんぜんちがうね。今いままでに食たべたことのない味あじだよ……」

「おい、ちょっと待まて」

　デデデ大だい王おうは、目めをみはった。

「おまえ、どうしたんだ？　体からだが光ひかり出だしたぞ？」

「え？」

　カービィは、自じ分ぶんの体からだをたしかめてみた。

　全ぜん身しんが、虹にじ色いろの光ひかりを放はなっていた。カービィはおどろいて、おなかをさすってみた。

「ほんとだ！　それに……なんだか、ものすごい力ちからがわいてきた気きがする！」

「なんだと？」

「もう一いっ回かい、やってみるよ！」

　カービィは、夜よ空ぞらを見み上あげた。

　小こ屋や型がたヘリコプターは、もう森もりの木き々ぎよりも高たかく舞まい上あがり、空そらの彼方かなたへ飛とび去さろうとしている。

　カービィはヘリコプターをにらみつけると、思おもいきり息いきを吸すいこんだ。

「はっ、何なん度どやっても同おなじだわい。ヘリコプターなんか、吸すいこめるわけが……」

　しかし、デデデ大だい王おうは最さい後ごまで言いい切きれなかった。

　カービィを中ちゅう心しんに、台たい風ふうのような風かぜがわき起おこったのだ。

　ざわざわと木きがゆれる。風かぜは、たちまち、立たっていられないほど強つよくなった。
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「まさか……本ほん当とうに吸すいこむ気きなのか、カービィ！」

　メタナイトが叫さけんだ。

　しかし、その声こえも木き々ぎのざわめきにかき消けされる。

　メタナイトとデデデ大だい王おうは、木きにしがみついた。そうしなければ、荒あれ狂くるう暴ぼう風ふうのうずに巻まきこまれて、カービィに吸すいこまれてしまいそうだ。

　上じょう昇しょうを続つづけていた小こ屋や型がたヘリコプターが、動うごきを止とめた。

　デデデ大だい王おうが、うめいた。

「信しんじられん……なんというパワーだ……！」




　小こ屋や型がたヘリコプターの中なかでは、泥どろ棒ぼうがパニックにおちいっていた。

「な、なんだぁ!?　乱らん気き流りゅうか!?　機き械かいの故こ障しょうか……!?」

　さっきまで安あん定ていしていた室しつ内ないが、大おお地じ震しんのようにゆれている。

　泥どろ棒ぼうは立たっていられず、床ゆかをごろごろ転ころがり回まわった。

　ガクンと、ひときわ大おおきなゆれが襲おそってきた。

　小こ屋や型がたヘリコプターは動うごきを止とめ、次つぎの瞬しゅん間かん、落らっ下かを始はじめた！

「うわぁぁぁ！　た、助たすけてくれ！　墜つい落らくするぅぅぅ！」




　くるくると回かい転てんしながら落おちてきたヘリコプターは、カービィの口くちの中なかに、すっぽり吸すいこまれてしまった。

　強きょう風ふうはおさまり、森もりはもとの静しずけさを取とり戻もどした。

　カービィは、静しずかな表ひょう情じょうでたたずんでいた。

　その口くちから、ぽつりともれた一ひと言ことは。

「──やった。宝たから物ものを取とり返かえしたぞ」

「カービィ……」

　メタナイトが、呆ぼう然ぜんとつぶやいて、カービィに向むき直なおった。

「まさか本ほん当とうに、あの小こ屋やを吸すいこんだというのか……通つう常じょうの吸すいこみとは比くらべものにならない……これは、『ビッグバン吸すいこみ』とでも呼よぶべきか……？」

「大だい丈じょう夫ぶなのか、カービィ。あんなに大おおきなものを吸すいこんだら、腹はらをこわさんか？」

　デデデ大だい王おうまで、心しん配ぱいそうにカービィの顔かおをのぞきこむ。

　カービィは力ちから強づよくうなずいた。

「だいじょーぶ！　ぼく、自じ分ぶんでも知しらなかったよ。あんなものまで吸すいこめるなんて」

「あの赤あかい実みのせいだろうか？」

「たぶんね。あれを食たべたとたん、自じ分ぶんでも信しんじられないくらい、すごい力ちからがわいてきたんだ！」

「なんとも、ふしぎだわい。あんな大おおきな小こ屋やが、まるごと腹はらの中なかに入はいるわけはないし。いったい、どこに消きえたんだ？」

「消きえた……？」

　カービィは、パチパチと瞬まばたいた。

「消きえた……って？　ちょ……ちょっと待まって！」

　カービィは、目めをまんまるにして、宙ちゅう返がえりをした。

「どうしよう!?」

「ん？　どうした？」

「ぼく、小こ屋やだけじゃなく、宝たから物ものまでいっしょに吸すいこんじゃったよ～！」

「あ……？」

　やっと、その重じゅう大だいさに気きづいたデデデ大だい王おうは、顔かおをまっかにして怒おこり出だした。

「何なにをやっとるんだ！　ばかもーん！　結けっ晶しょうを吸すいこんでしまうなんて……これじゃ、森もり番ばんをとっつかまえた意い味みがないだろう！」

　デデデ大だい王おうはカービィをつかまえ、首くび……はないので、わきのあたりを締しめ上あげようとした。

　カービィは、苦くるしがって叫さけんだ。

「はなしてよ！　今いま、大おおきなものを吸すいこんだばっかりなんだから……そんなに締しめられたら……うう……おぇ……」

　カービィの妙みょうな様よう子すに気きがついて、デデデ大だい王おうはあわてて手てをはなした。

「こ、こら、こっちを向むくな。気き分ぶんが悪わるいなら、あっちを向むいて……」

「うぇ……う……きもちわる……うぅ……」

　カービィは目めをぎゅっとつぶって、口くちをあけた。

「わっ、たいへんだ！」

　デデデ大だい王おうが、あわてて避ひ難なんしようとしたとき。

　カービィは、大おおきなくしゃみと共ともに、たった今いま吸すいこんだばかりの小こ屋や型がたヘリコプターを吐はき出だしていた。

　とたんに、虹にじ色いろに輝かがやいていたカービィの体からだが、ピンク色いろに戻もどった。

　小こ屋や型がたヘリコプターは、元もとどおりの形かたちで、カービィたちの目めの前まえに出しゅつ現げんした。ただ、動どう力りょく装そう置ちはこわれてしまったらしく、もう飛とぶことはできない。

　小こ屋やのドアが、ギィィッと音おとを立たてて開ひらいた。

　ふらつく足あし取どりで出でてきたのは、あの森もり番ばん──正しょう体たいは泥どろ棒ぼう──だった。

　泥どろ棒ぼうはフラフラと視し線せんをさまよわせたかと思おもうと、その場ばにばったりたおれた。

　デデデ大だい王おうが駆かけ寄よった。

「きさま！　よくもオレ様さまをだましたな！」

　泥どろ棒ぼうを引ひきずり起おこそうとするデデデ大だい王おうを、メタナイトが止とめた。

「やめておけ。小こ屋やの中なかにいたとは言いえ、カービィの超ちょう強きょう力りょくな吸すいこみをくらったんだぞ。まだ、相そう当とうのダメージが残のこっているんだ」

　メタナイトの言いう通とおりだった。泥どろ棒ぼうは立たち上あがる力ちからも出でない様よう子すで、ヨロヨロと小こ屋やのほうを指ゆびさした。

「け……結けっ晶しょうは中なかに……ある……好すきに……してくれ……」

「なに？」

「も、もうイヤだ。こんな怖こわい目めはまっぴらだ……うわぁぁぁ……」

　うめき声ごえを上あげながら、泥どろ棒ぼうは、はうようにして逃にげ出だした。

「待まて！」

　デデデ大だい王おうが声こえを上あげたが、メタナイトが言いった。

「放ほうっておけ。よほど、こりたと見みえる。もう二に度どと、こんなマネはしないだろう」

「……フン。それもそうだな」

　二人ふたりが話はなしている間あいだに、カービィは元げん気きを取とり戻もどしていた。

　ぴょこんと飛とび起おきると、小こ屋やに向むかって走はしり出だした。

「わーい、宝たから物もの、宝たから物もの～！　超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう特とく大だいスターダストの実みだ～！」

　両りょう手てを上あげて、小こ屋やの中なかへ走はしりこむ。

　気きづいたデデデ大だい王おうが、飛とび上あがってカービィを追おった。

「待まて、カービィ！　きさまに結けっ晶しょうは渡わたさんわいっ！」

「君きみたち、落おち着つけ……」

　メタナイトも、しかたなく小こ屋やに入はいって行いった。




　小こ屋やの中なかのテーブルの上うえに、スターダストの結けっ晶しょうが置おかれていた。

　大おおきさは、カービィの体からだと同おなじぐらい。内うち側がわから青あおい光ひかりを放はなち、キラキラとかがやいている。その光ひかりは、この世よのものとも思おもえないくらい美うつくしかった。

　感かん嘆たんのため息いきをもらしたのは、メタナイト。

「これが、スターダストの結けっ晶しょうか……なんという神しん秘ぴ的てきなかがやきだろう！　思おもわず吸すいこまれてしまいそうだ……」

「うん、思おもわず吸すいこんじゃいそうっ！」

　カービィは、満まん面めんの笑え顔がおになり、大おおきく口くちをあけた。

「大おお玉だま転ころがしの玉たまよりは小ちいさいけど！　超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう……とは言いえないけど！　でも、ふつうのスターダストの実みよりはぜんぜん大おおきいしっ！」

「……え？」

　メタナイトはめんくらって、カービィを止とめようとした。

「やめろ、カービィ！　それはスターダストの実みではない……いや、食たべ物ものですらない……」

「さっきは小こ屋やごと吸すいこんじゃったから、味あじなんてわからなかったんだ！　今こん度どこそ！」

「やめろ……」

「いただきまーす！」
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　カービィは、ぱかっと口くちをあけた。

「やめろ、きさまぁ……！」

　デデデ大だい王おうの制せい止しも、間まに合あわなかった。

　カービィは、スターダストの結けっ晶しょうを吸すいこんでしまい……。




　盛せい大だいに、むせた。
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　長ながい長ながい夜よるが明あけようとしている。

　カービィたちは、くらやみ森もりを出でて、ケロッタたちのかくれ家がに集あつまっていた。

「それは、『きせきの実み』だね。古ふるくから、そう呼よばれてるんだよ」

　カービィたちから話はなしを聞きいたブルームハッターが言いった。

「きせきの実み……か。それなら、聞きいたことがある」

　メタナイトがうなずいて続つづけた。

「おそらく、きせきの実みがカービィの体からだにねむっていたパワーを引ひき出だしたのだろう。しかし、あれは『浮ふ遊ゆう大たい陸りく　フロラルド』にしか現あらわれないと聞きいているのだが……」

　メタナイトのつぶやきは、ひとり言ごとのような小こ声ごえになった。

「ふしぎだ。くらやみ森もりにも、きせきの実みにも、まだまだ謎なぞが秘ひめられているということか……」

　ワドルディが、心しん配ぱいそうにたずねた。

「それより、カービィ。もう、おなかは大だい丈じょう夫ぶなの？」

　カービィは、にっこり笑わらって答こたえた。

「うん！　もう、すっかり元もとどおり！」

「よかった～」

「でも、せっかく泥どろ棒ぼうをつかまえたのに、かんじんの宝たから物ものがね……」

　カービィは、急きゅうにふくれっ面つらになって、部へ屋やのすみに置おかれたスターダストの結けっ晶しょうをにらみつけた。

「超ちょう超ちょう超ちょう超ちょう特とく大だいスターダストの実みだと思おもったから、がんばってヘリコプターまで吸すいこんだんだよ。それなのに、宝たから物ものの正しょう体たいが、あんな石いしころだったなんて……がっかりだ！」

「石いしころって言いうなよ」

　ブルームハッターが、たしなめた。

「スターダストの結けっ晶しょうは、くらやみ森もりの大たい切せつな宝たから物ものなんだから。取とり返かえしてくれて、本ほん当とうにありがとう」

「おい、なぜカービィにだけ礼れいを言いうんだ？　オレ様さまの活かつ躍やくも忘わすれるな」

　デデデ大だい王おうが口くちをはさんだ。

　ブルームハッターとディングルは、口くちをそろえて言いった。

「活かつ躍やくって？　ただ、泥どろ棒ぼうにだまされてただけじゃないか……」

「うるさいわい！　だまされたふりをして、ニセ森もり番ばんの裏うらをかき、見み事ごとにつかまえただろうがっ！」

　都つ合ごうのいいように事じ実じつをねじ曲まげるのは、デデデ大だい王おうの得とく意いわざである。

　デデデ大だい王おうは、声こえをやわらげて続つづけた。

「というわけで、オレ様さまに礼れいをよこせ。あのスターダストの結けっ晶しょうを、ほんのひとかけらでいいから……」

　デデデ大だい王おうは、結けっ晶しょうに熱あつい視し線せんを向むけた。

「だめだめ！」

　ブルームハッターは、あわててホウキを振ふった。

「あの結けっ晶しょうは、ぜったいにくらやみ森もりから出だすわけにはいかないんだ」

「そのとおりだ」

　メタナイトが言いった。

「あの結けっ晶しょうが悪あく用ようされたら、争あらそいのタネとなる。ああいうものは、静しずかな森もりの中なかで、ひっそりと守まもられてゆくべきなのだ」

「ふん。つまらんわい」

　デデデ大だい王おうは、カービィと同おなじ、ふくれっ面つらになった。

　ディングルが言いった。

「オレとブルームハッターとで、これからも結けっ晶しょうを守まもっていくぜ。ヌシ様さまが本ほん当とうはいないってことは、秘ひ密みつにしておいてくれよな」

「もちろんだ。だれにも言いわない」

「めでたしめでたし、ですね」

　ワドルディが、笑え顔がおで言いった。

　だが、デデデ大だい王おうのぼやきは止とまらない。

「どこが、めでたいんだ！　オレ様さまは、結けっ局きょく、スターダストの実みを一ひと粒つぶも食たべてないんだぞ！」

「あ……そうでしたね……」

「きさまは食くったんだな!?」

「は、はい……二ふた粒つぶだけ……」

「くそー、ゆるせん！　大だい王おうたるオレ様さまを差さしおいて、部ぶ下かのきさまが食くうとは！」

「ご、ごめんなさい……」

　今いまにもワドルディを締しめ上あげそうなデデデ大だい王おうに、ケロッタが声こえをかけた。

「落おち着ついてくれよ。スターダストの実みなら、ここにたくさんあるから」

　ケロッタは、実みを集あつめた袋ふくろをかかげてみせた。

「何なに!?」

「カービィさんの吸すいこみワザを使つかって集あつめた実みだ。これ、すべて、あんたたちにあげるよ」

「ちょ、ちょっと、兄にいさん!?」

　ケロリナが、血けっ相そうを変かえた。

「何なに言いってるのよ！　それは、あたしたちの……」

「いや、ケロリナ。オレは、考かんがえをあらためたんだ」

　ケロッタは、晴はれ晴ばれとした顔かおで言いった。

「オレは宇う宙ちゅう一いちの悪あく党とうになりたいって思おもってたけど、やめることにした」

「なんで!?」

「一いっ生しょう懸けん命めいに結けっ晶しょうを取とり返かえそうとするカービィさんたちの姿すがたを見みて、感かん動どうしたからさ」

　ケロッタは照てれたように頭あたまをかいた。

「オレは、悪あく党とうなんかより、カービィさんみたいになりたい。正せい々せい堂どう々どうとした、強つよい勇ゆう者しゃをめざすことにしたぜ！」

　ケロージが、うれしそうに手てをたたいた。

「それでこそ兄にいちゃんだよ！　オレも、カービィさんみたいに強つよくなりたい！」

「そこで、手て始はじめにこの実みを返かえすことにしたんだ。オレたちの改かい心しんのあかしだ」

「……単たん純じゅんなのよねえ、兄にいさんは」

　ケロリナは、肩かたをすくめた。

「ま、兄にいさんがいいなら、それでいいけど」

「そういうわけだ。このスターダストの実みは、遠えん慮りょなく受うけ取とってくれ……」

　ケロッタが差さし出だした袋ふくろを、デデデ大だい王おうがすばやくうばい取とった。彼かれの辞じ書しょに「遠えん慮りょ」なんて文も字じは、もちろんない。

　デデデ大だい王おうは、奇き声せいを発はっして踊おどり回まわった。

「キャホホー！　ついに手てに入いれたわい！　スターダストの実み！」

「一人ひとりで食たべる気きか、デデデ大だい王おう。ワドルディやカービィにも分わけてやれ」

　メタナイトが言いったが、デデデ大だい王おうは聞きく耳みみをもたない。べーっと舌したを出だして、高たからかに宣せん言げんした。

「フン、だれが分わけてやるか。これは全ぜん部ぶ、オレ様さまのものだー！」

「スキあり！」

　叫さけんで袋ふくろに飛とびついたのは、もちろんカービィ。さっきまでの様よう子すがウソのように、元げん気きを取とり戻もどしている。

　勝かち誇ほこっていた大だい王おうは、一いっ瞬しゅんのスキをつかれた。あっというまに、袋ふくろはカービィの手てに。
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「な、何なにをする!?　返かえせ！」

「やだよ！　これは、ぼくの吸すいこみワザで集あつめた実みだからね。全ぜん部ぶ、ぼくのだ！」

「ゆるさーん！」

　たちまち、小こ屋やをゆるがすほどの大おおさわぎとなった。

　騒そう動どうを見み守まもりながら、ケロリナがしらけたように言いった。

「……兄にいさん。あのカービィさんのどこが、正せい々せい堂どう々どうとした勇ゆう者しゃなの？」

「……う……オレの早はやとちりか……？」

　考かんがえこんでしまったケロッタのまわりを、カービィとデデデ大だい王おうはぐるぐる駆かけ回まわった。

「待まてというのに、こら！　オレ様さまにもよこせ！」

「や～だよ！」

　カービィは、デデデ大だい王おうから逃にげ回まわりながら、袋ふくろの口くちをあけた。

　とたんに。カービィの動うごきが止とまった。

「う……うわあぁぁぁ」

　カービィは袋ふくろを放ほうり出だし、床ゆかにひっくり返かえった。

「どうした、カービィ？」

「く……腐くさってる……！　全ぜん部ぶ、腐くさっちゃってる……！」

　袋ふくろの口くちから、いやなにおいが漂ただよい出だした。ワドルディが駆かけ寄より、顔かおをしかめながら袋ふくろの口くちを閉とじた。

　メタナイトは、窓まどの外そとを見みた。

　すでに月つきは沈しずみ、空そらは朝あさの色いろに染そまりつつある。

「……そうか、夜よが明あけてしまったからな。スターダストの実みは、一ひと晩ばんしかもたないのだったな」

「せっかく集あつめたのに～！　もったいないよ～！」

　床ゆかの上うえでじたばたしているカービィを、デデデ大だい王おうは力ちからのない目めで見み下おろした。

「フン……きさまは、食くったんだろうが」

「二ふた粒つぶだけだよ！」

「ぜいたくを言いうな。オレ様さまなんて、一ひと粒つぶたりとも口くちにしておらんのだぞ……ああ……骨ほね折おり損ぞんのくたびれもうけというやつだ……」

　デデデ大だい王おうは、ぐったりして椅い子すに腰こしかけた。

「大だい王おう様さま……」

　ワドルディが心しん配ぱいそうに見み上あげると、大だい王おうはテーブルをたたいてどなった。

「ああ、腹はらが立たつわい！　食くい物もののうらみは、食くい物もので晴はらすしかない。ワドルディ、帰かえったら山やまほどのごちそうを用よう意いしろ」

「はい！」

「……いや、待まてよ」

　デデデ大だい王おうは、グフフフ……と思おもい出だし笑わらいをした。

「ワドルディが作つくるメシなんかより、もっといいものがあったっけ……」

「え？　大だい王おう様さま？」

「コックカワサキの店みせへ行いく。何なにしろオレ様さまは、いつでも好すきなものが食くえる立たち場ばだからな……グフフフ」

「コックカワサキだって？　ああ、それで思おもい出だした。君きみに話はなさなければならないことがあったんだ」

　メタナイトが言いった。

「む？　なんだ？」

「先せん日じつ、デデデ城じょうに遊あそびに行いったときに、カードを落おとしたかもしれないんだ。見みかけなかったか？　小ちいさな金きん色いろのカードなんだが」

「え……？」

　デデデ大だい王おうは一いっ瞬しゅんビクッとしたが、視し線せんをそらせて、とぼけた。

「金きん色いろのカード？　さあ？　知しらんなあ」

「そうか。なら、いい。もしも見みつけたら、ぜったいに使つかわずに私わたしに返かえしてくれ。知しらずに使つかってしまったら、たいへんなことになるからな」

「た……たいへん……？」

　デデデ大だい王おうは、不ふ安あんそうに身みをすくめて、メタナイトを見みた。

「どういう意い味みだ？」

「そのカードとは、全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいが発はっ行こうしている、スーパープレミアム食たべ放ほう題だいカードというものなのだが」

「食たべ放ほう題だい!?」

　カービィがむっくり起おき上あがって、興きょう味みを示しめした。

「そんなカードがあるの!?　いいな、いいな！　メタナイト、どうしてそんなカードを持もっているの!?」

「前まえに、全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいのトラブルを解かい決けつしてやったことがあってな。その礼れいに、もらったんだ。もっとも、私わたしは一いち度ども使つかったことがないし、これから使つかう予よ定ていもない。食たべ放ほう題だいなど、興きょう味みがないから」

「もったいないよ！　じゃ、そのカード、ぼくにちょうだい！」

「いや、そういうわけにはいかないんだ。そのカードは、私わたし専せん用ようなのでな。私わたし以い外がいの者ものが不ふ正せい利り用ようした場ば合あい、恐おそろしいことになる」

「恐おそろしいこと、だと……!?」

　デデデ大だい王おうが、手てに汗あせをにぎってたずねた。

「どういう意い味みだ？　もしも、もしもだぞ、きさま以い外がいの者ものが利り用ようしたら……どうなるんだ？」

「食たべた料りょう金きんの百倍ばいの金きん額がくを払はらうことになっているんだ」

「えっ!?」

　デデデ大だい王おうは、腰こしを抜ぬかしそうになった。

「全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいは、規き則そくにうるさいからな。不ふ正せい利り用ようは、ぜったいにゆるさない。そういうわけだから、もしもカードを見みつけても、けっして使つかうなよ」

「お……お……おそいわぁぁぁっ！」

　デデデ大だい王おうは伸のび上あがって、メタナイトをどなりつけた。

　……目めに、じんわりと涙なみだが浮うかんでいる。

「そういう大だい事じなことは、カードを落おとす前まえに言いわんかー！」

「デデデ大だい王おう……まさか……」

「こうしてはいられん。請せい求きゅう書しょがくる前まえに、逃にげなくては……！」

「まさかとは思おもうが、あのカードを使つかってしまったのか？　やれやれ、だ……」

　メタナイトは、あきれた。

「逃にげても無む駄だだ。全ぜん宇う宙ちゅうレストラン協きょう会かいは、どこまでも君きみを追おうぞ。全ぜん宇う宙ちゅうのシェフが君きみをつけ狙ねらうだろう」

「うわぁぁぁ！」

「あきらめて、代だい金きんを払はらいたまえ。なに、ほんの百倍ばいだ」

「だ、だまれ！　オレ様さまが、コックカワサキの店みせでどれほど食くったと思おもってるんだー！」

「……知しるか」

「大だい王おう様さま……どれくらい食たべたんですか？」

　ワドルディが、おそるおそるたずねる。

　デデデ大だい王おうは身みをかがめ、ワドルディにゴニョゴニョとささやいた。

　ワドルディは、まっさおになった。

「え……ええ……！　その百倍ばいの料りょう金きんなんて……払はらえません！　デデデ城じょうに、そんなお金かねはありません！」

「それをなんとかするのが、おまえの仕し事ごとだ！」

「なんとかって言いわれても……」

　一いっ方ぽう、カービィは、デデデ大だい王おうとワドルディの苦く悩のうにはちっともおかまいなく、メタナイトにうったえていた。

「ぼくもほしいよ、ぼく専せん用ようの食たべ放ほう題だいカード！　ぼくも、レストラン協きょう会かいのトラブルを解かい決けつしたいよー！」

「いや、そう言いわれても……」
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「何なにかトラブルないかな!?　そうだ、メタナイト、トラブルを起おこしてよ！　ぼくが解かい決けつして、お礼れいのカードをもらうから！」

　だだをこねているカービィの横よこで、ワドルディは頭あたまをかかえていた。

「家か具ぐを売うって……大だい王おう様さまのすてきな衣い装しょうも全ぜん部ぶ売うり払はらって、お金かねを作つくるしか……」

「えっ！　オレ様さまのすてきな衣い装しょうを売うるだと!?　そんなことはゆるさん！」

「それしか方ほう法ほうがないですよ……そして、明日あしたからの夕ゆう食しょくはお茶ちゃづけだけにします……」

「いかーん！　わぁぁぁ！」

「わぁぁぁ！　食たべ放ほう題だいカードほしいよー！　トラブルを解かい決けつしたいよーっ！」

「うわぁぁぁぁん！」

「ぎゃぁぁぁぁん！」

　ブルームハッターは、耳みみを押おさえて、ディングルに言いった。

「君きみの鐘かねよりすごい声こえだね……」

「うん……自じ信しんなくすぜ」




　カービィとデデデ大だい王おうのわめき声ごえは、朝あさのさわやかな風かぜにのって、くらやみ森もりの彼方かなたにまで広ひろがっていった──。
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